
取扱説明書
日本語

WMF 1500 S +



2 取扱説明書 WMF 1500 S +

弊社のWMFｺｰﾋｰﾏｼﾝをお買い上げいただき誠にあり
がとうございます。

WMF 1500 S +はｴｽﾌﾟﾚｯｿ、ｶﾌｪｸﾚｰﾑ、ｶﾌﾟﾁｰﾉ、ｶﾌｪﾗﾃ、
ﾗﾃﾏｯｷｱｰﾄ、ﾐﾙｸﾌｫｰﾑ、熱湯を供給する全自動ｺｰﾋｰﾏｼﾝ
です。「淹れたてﾌｨﾙﾀｰｺｰﾋｰ」の拡張ｵﾌﾟｼｮﾝを使用し
て、WMF 1500 S +では挽きたてのﾌｨﾙﾀｰｺｰﾋｰを淹れ
ることができます。
ｵﾌﾟｼｮﾝのﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰを使用すると、WMF 1500 S +
ではﾐﾙｸもしくはﾐﾙｸﾌｫｰﾑ入りのﾎｯﾄﾁｮｺﾚｰﾄを淹れる
ことができます。

取扱説明書の指示に従ってくだ 
さい
>	 使用前に取扱説明書をお読みください。
>	 取扱説明書、特に安全上の注意事項 

と「安全性」の章の指示を遵守してくだ 
さい。

>	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝの警告注記に注意してください。
>	 取扱説明書はｽﾀｯﾌや全ﾕｰｻﾞｰがいつでも

参照できるようにしてください。
 

感電死の危険あり
•	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝ内の主電源電圧は生命の危険に

かかわるほど高圧です。
>	 ﾏｼﾝ外装は絶対に開けないでください。
>	 絶対にねじを緩めたり、外装部分を外した

りしないでください。
 

設置・使用条件
•	 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ規定や「ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ」の章にある規

定の遵守を怠った場合、損害が発生しても
一切責任を負いかねます。

>	 取扱説明書の指示に従ってください。
>	 試運転調整、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、修理に係る作業は

すべて、正規交換部品を使用する条件で
WMFｻｰﾋﾞｽ担当者によってのみ行われるこ
とが許可されています。

 

 注意
取扱説明書の記号とｱｲｺﾝに従っ
てください  
w 22ﾍﾟｰｼﾞ
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

 警告
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ  
w 128ﾍﾟｰｼﾞ以降
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ  
w 114ﾍﾟｰｼﾞ以降

はじめに
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安全性

1	 安全性
誤った使用法
•	 安全上の注意事項に従わないと、

大怪我をすることがあります。
>	すべての安全上の注意事項に必

ず従ってください。
 

1.1	 一般的な安全上の注意事項

ﾕｰｻﾞｰに対する危険性
WMFの製品は、安全性に最大限配慮し
ていることが大きな特徴です。以下に記
載されている項目が守られていない場
合は安全装置の効果が保証されません：

>	使用前に取扱説明書をよくお読み
ください。

>	高温になったﾏｼﾝ部分には触れ 
ないでください。

>	ｺｰﾋｰﾏｼﾝが正しく機能しないか損
傷している場合は絶対に使用し 
ないでください。

>	完全に組み立てられている状態
でのみ、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを使用してくだ 
さい。

 

 警告

 注意
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安全性

>	内蔵されている安全装置はど 
のような状況においても、絶対 
に変更しないでください。

>	ﾏｼﾝを8歳未満のお子様や身体が
不自由な方、知的能力の弱い方、
経験や知識不足の方が使用する
場合は、必ず十分な使用経験と 
知識をお持ちの方がそばに付き
添い、正しい知識や指示でﾏｼﾝを
安全に使用し、発生するﾘｽｸを理
解した状態でお使いください。 

>	お子様にﾏｼﾝで遊ばせないでく 
ださい。 

>	ｸﾘｰﾆﾝｸﾞやﾕｰｻﾞｰﾒﾝﾃﾅﾝｽをお子 
様にさせないでください。

 

安全装置が搭載されていても、ｺｰﾋｰﾏｼﾝ
の使用を誤ると危険です。怪我や健康被
害のおそれを避けるために、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを
使用する際には以下の指示に従ってくだ
さい。

 注意
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安全性

感電死の危険あり
•	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝ内の主電源電圧は生命の

危険にかかわるほど高圧です。
>	ﾏｼﾝ外装は絶対に開けないでくだ
さい。

>	絶対にねじを緩めたり、外装部分
を外したりしないでください。

>	電源ｹｰﾌﾞﾙが損傷しないようにし
てください。曲げたり、押しつぶし
たりしないでください。

>	破損した電源ｹｰﾌﾞﾙは絶対に使用
しないでください。破損した主電
源ｹｰﾌﾞﾙの使用は危ないので、危
険を避けるために製造者または
ｻｰﾋﾞｽ担当者により交換を受けて
ください。

>	電源ﾌﾟﾗｸﾞを水や液体に浸け 
ないでください。水や液体を 
電源ﾌﾟﾗｸﾞにかけないでくだ 
さい。ﾌﾟﾗｸﾞは常に乾燥した状 
態に保ってください。

>	ｺｰﾋｰﾏｼﾝの背面にあるﾌﾟﾗｸﾞは、 
電源からｹｰﾌﾞﾙを外した後に引 
き抜きます。

>	ﾒﾝﾃﾅﾝｽや修理の前にｺｰﾋｰﾏｼﾝを
電源から離してください。電源か
ら離すにはﾌﾟﾗｸﾞを引き抜きま
す。ﾒﾝﾃﾅﾝｽまたは修理を行う者は
電源が入っていないことを必ず目
視ではっきりと確認できなければ
なりません。

 
 

 警告
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安全性

火傷の危険/火傷のおそれあり
•	 加熱ﾌｪｰｽﾞ中、熱湯と熱い蒸気が

供給口から出てきます。
•	 飲料とｽﾁｰﾑの供給中は、高温の液

体が供給口から排出されます。こ
のため、供給口や、隣接ｴﾘｱの表面
が高温になります。

•	 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰからは、高
温のｽﾁｰﾑが供給されます。そのた
め、ｶｯﾌﾟとその周辺の表面が熱く
なります。

>	加熱ﾌｪｰｽﾞ中は供給口の下を手で
持ったり、触れたりしないようにし
てください。

>	飲料やｽﾁｰﾑの供給中は、供給口の
下に触れないでください。

>	供給直後は供給口に触れないで
ください。

>	飲料供給する前に、必ず供給口下
に適切な大きさの容器を置いてく
ださい。

 

 注意
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安全性

怪我のおそれ
•	 長い髪の毛はｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰに巻き込
まれ、ｺｰﾋｰﾏｼﾝに引き込まれるお
それがあります。

>	髪の毛は、必ずﾍｱﾈｯﾄを被って保
護してください。

 

指などを挟むおそれ/ 
怪我のおそれあり
•	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝの可動部で指や手を怪我

するおそれがあります。
•	 操作ﾊﾟﾈﾙを閉じるときは、手や指

が挟まれるおそれがあるので注
意してください。

>	ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰや抽出装置の開口
部に触れる場合、その前に必ず
ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、主電源か
らﾌﾟﾗｸﾞを外してください。

>	操作ﾊﾟﾈﾙを閉じるときは注意しな
がら行ってください。

>	稼働する供給口のｴﾘｱを握らない
でください。

 

 注意

 注意
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安全性

健康被害のおそれ
>	飲食用であり、ｺｰﾋｰﾏｼﾝでの使用

に適した製品だけを使用してく 
ださい。

>	ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰ、ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰ、ﾏﾆｭｱﾙ
投入口を使用する場合、用途に 
見合った材料のみを入れてくだ 
さい。

 

ｽﾘｯﾌﾟの危険あり
•	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝの誤った使用、または不

具合によって水漏れが発生する恐
れがあります。これらの液体によ
るｽﾘｯﾌﾟの危険があるため、注意
してください。

•	 ﾐﾙｸｸﾘｰﾅｰのﾎﾞﾄﾙを交換する際に、
液体がこぼれることがあります。こ
れが原因となり、滑って怪我をす
るおそれがあります。

>	ｺｰﾋｰﾏｼﾝの密閉性が保たれてい
るか、水漏れがないか、定期的に
ﾁｪｯｸしてください。

>	ﾐﾙｸｸﾘｰﾅｰのﾎﾞﾄﾙを慎重に交換し
てください。液体がこぼれた場合
は、すぐにふき取ってください。

 

 注意

 注意
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安全性

健康被害のおそれ/ 
刺激・火傷のおそれあり
•	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中にｺﾝﾋﾞ供給口と熱湯の

供給口から高温のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液と熱
湯が出ます。

•	 高温になった液体によって皮膚 
が刺激を受けたり、火傷のおそ 
れがあります。

•	 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰには高温の液体がた 
まっていることがあります。

>	ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中は絶対に供給口の下に
手などを入れないでください。

>	洗剤は絶対に飲まないでくだ 
さい。

>	ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰは慎重に動かしてく 
ださい。

 

健康被害のおそれ
•	 ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ用洗剤やｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄ

は刺激物です。
>	洗剤のﾊﾟｯｹｰｼﾞに記載されている

注意事項に従ってください。
>	ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄはﾊﾟﾈﾙ上に通知が

表示されてから使用してくだ 
さい。

 

 注意

 注意
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安全性

1.2	 使用目的

誤った使用法
•	 ﾏｼﾝを本来の目的以外で使用した

場合、怪我のおそれがあります。
>	ｺｰﾋｰﾏｼﾝは本来の使用目的のみで

使用してください。
 

•	 WMF 1500 S +はｺｰﾋｰ、ﾐﾙｸ、ﾊﾟｳﾀﾞｰ （ﾁｮｺ／ﾄｯﾋﾟﾝｸﾞ）を組み
合わせて適切な容器に飲み物を供給するように設計され 
ています。

•	 使用するｺｰﾋｰ豆、ﾐﾙｸ、ﾄｯﾋﾟﾝｸﾞ、ﾁｮｺﾊﾟｳﾀﾞｰ製品は全自動
ｺｰﾋｰﾏｼﾝでの加工に適したものを使用してください。消費期
限を過ぎた製品は加工に使用しないでください。

•	 本機は業務用での使用を想定し設計されており、売店や事
務所、ﾚｽﾄﾗﾝやﾎﾃﾙ、または同様の使用環境にある専門員や
教育を受けたﾕｰｻﾞｰによる使用を意図しています。また、ご
家庭でも使用していただけます。

 警告
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ  
w 125 ﾍﾟｰｼﾞ
ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ  
w 128ﾍﾟｰｼﾞ以降
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安全性

設置場所
•	 本機は使用方法の教育を受けた人員が監督する環境であ

れば、ｾﾙﾌｻｰﾋﾞｽで使用しても構いません。  
本機はよく見える場所に設置してください。

•	 本機は必ず水平で安定した、防水性と耐熱性を備えた敷物
の上に設置すること。

•	 本機洗浄に放水は使用しないこと。ﾏｼﾝは水しぶきがかから
ない場所に設置してください。

•	 水ﾎｰｽ、ｽﾁｰﾑ噴射器、ｽﾁｰﾑｸﾘｰﾅｰ等で散布・ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行う場
所には、本機を設置しないこと。

•	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝを屋外で使用しないでください。

給水接続
•	 ﾒｲﾝｺｯｸとﾌｨﾙﾀ（ーﾒｯｼｭ幅0.08 mm）付き3/8ｲﾝﾁのﾎｰｽ接続
（現場側で用意）。2 L/分の時の最小水圧0.2 MPa（2 bar）。
最高水圧0.6 Mpa（6 bar）。

重要！現地の水圧が0.6 MPa（6 bar）を超える場合には、最大
0.6 MPa（6 bar）に設定されるよう、必ず減圧弁をあらかじめ
作動させる必要があります。
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安全性

•	 最大供給温度 35 ℃。
•	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝ、直結給水接続用ｷｯﾄまたは新しい浄水ﾌｨﾙﾀｰと一

緒に納品されるﾎｰｽｾｯﾄを使用する必要があります。使い古
したﾎｰｽは再使用しないでください。

周辺温度
•	 環境温度： +5 ℃ ～ +35 ℃

使用
•	 本機は必ずお手元の取扱説明書に従って使用してくだ 
さい。取扱説明書と異なったり、取扱説明書から逸脱した 
りする使用は、不適切とみなされます。これにより損傷が 
発生しても、製造者は一切責任を負いかねます。

•	 WMF 1500 S +はｺｰﾋｰ、熱湯（飲料、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液）あるいは
ﾐﾙｸ（冷蔵、低温殺菌、ﾎﾓ牛乳、ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾐﾙｸ）を加熱・供給す 
るためのものであり、それ以外の使用は絶対に避けてくだ 
さい。

衛生
•	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝは、支障なくｶｽﾀﾏｰｹｱやﾒﾝﾃﾅﾝｽを行える場所に、 

管理責任者が設置してください。
•	 事務所やﾌﾛｱでの使用など、ｾﾙﾌｻｰﾋﾞｽでｺｰﾋｰﾏｼﾝをご使用に

なる場合は、操作方法を心得たｽﾀｯﾌがｺｰﾋｰﾏｼﾝを管理しな
ければなりません。ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを受けたｽﾀｯﾌがｶｽﾀﾏｰｹｱ措置を
守っていることを確認し、利用上の質問に対応するようにし
てください。
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安全性

1.3	 設置・使用条件

火災のおそれ/事故のおそれあり
>	ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀの章で規定されている

設置・使用条件は遵守しなければ
なりません。

>	ﾏｼﾝのﾌﾟﾗｸﾞを差し込む前に、接地
する側の電源電圧と機銘板に記
載されている仕様情報が対応し 
ていることを確認してください。

 

設置・使用条件
>	ｺｰﾋｰﾏｼﾝは霜のつかない屋内での

み使用します。
>	ｺｰﾋｰﾏｼﾝを5 ℃ 以下の温度環境で

輸送または保管していた場合は、
試運転調整を行う前に必ず5時間
以上室内に置いて部屋の温度に
馴染ませてください。

 

 警告
ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ  
w 128ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ  
w 128ﾍﾟｰｼﾞ以降
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安全性

電気接続、給水接続、排水接続等の、現場側での準備作業
は、ﾏｼﾝの管理責任者が手配しなければなりません。一般的
なものから国・地域で規定される法令に注意して認定設置者
により設置を行ってください。WMF ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱが担当でき
るのは、用意された接続部にｺｰﾋｰﾏｼﾝを接続する作業だけで
す。WMFｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱによる現場での据付作業は認められ 
ていなため、ｴﾝｼﾞﾆｱは据付の実施については責任を負いか 
ねます。
機器の接続と使用開始の作業は必ずWMFｻｰﾋﾞｽが行います。
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ｴｽﾌﾟﾚｯｿ ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ ｶﾌｪ ﾗﾃ ﾐﾙｸ

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ ﾏｯｷｬｰﾄ ｶﾌﾟﾁｰﾉ ﾗﾃ ﾏｯｷｬｰﾄ ﾐﾙｸ ﾁｮｺ

1500S+

DI_02_01_00

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ ｶﾌｪ ﾗﾃ ﾐﾙｸ
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序章 | ｺｰﾋｰﾏｼﾝの各部名称

2	 序章
2.1	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝの各部名称

供給可能表示
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序章 | ｺｰﾋｰﾏｼﾝの各部名称

1 ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟ（ー最大 2 つまで）、ﾛｯｸ可能

2 ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟ（ーｵﾌﾟｼｮﾝ）、ﾛｯｸ式（例：ﾁｮｺまたはﾄｯﾋﾟﾝｸﾞ）

3 ﾏﾆｭｱﾙ投入口/洗浄剤投入口

4 淹れたてﾌｨﾙﾀｰｺｰﾋｰ - FFC（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

5 飲料ﾎﾞﾀﾝと設定用ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ

6 ﾐﾙｸﾌｫｰﾏｰ内蔵型ｺﾝﾋﾞ供給口

7 自動ｶｯﾌﾟ検出（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

8 ｺｰﾋｰｶｽ受け

9 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰ

10 取り外し可能なﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚ（ーﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞ付き）

11 熱湯ﾉｽﾞﾙ/ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

12 水ﾀﾝｸ/ｶﾙｷ除去用容器 （ｵﾌﾟｼｮﾝ）

13 操作ﾊﾟﾈﾙ

14 ｻｲﾄﾞ照明

15 ｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁ（操作ﾊﾟﾈﾙは開）

16 ﾎｯﾊﾟｰﾛｯｸ

供給可能表示
17 ｴｺﾓｰﾄﾞ

18 ﾒﾆｭｰﾊﾟｯﾄ（゙ﾒｲﾝﾒﾆｭｰを開く）

19 飲料ﾎﾞﾀﾝ

20 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯﾄﾞ

21 ﾎｯﾄﾘﾝｽﾊﾟｯﾄﾞ

22 ﾊﾞﾘｽﾀﾊﾟｯﾄﾞ

ﾊﾟﾈﾙ上のﾊﾟｯﾄﾞやﾎﾞﾀﾝは設定やﾏｼﾝﾓﾃﾞﾙにより異な
ります。
ここに画像表示する機能は例です。
ｿﾌﾄｳｪｱ w 38ﾍﾟｰｼﾞ以降
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序章

取扱説明書の記号とﾏｰｸ

安全上の注意事項 怪我のおそ 
れあり
安全上の注意事項に従わないと操作ﾐｽにつ
ながり、軽度から重度の怪我を負うことがあり
ます。
 

安全上の注意事項 怪我のおそ 
れあり
安全上の注意事項に従わないと操作ﾐｽにつ
ながり、軽度の怪我を負うことがあります。
 

感電 高温のｽﾁｰﾑ

指などが挟まれ 
るおそれ 高温の表面

ｽﾘｯﾌﾟの危険あり

物損についての注意事項
•	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝに対して
•	 設置場所に対して
>	 必ず取扱説明書の指示に従ってください。
 

注意事項/ﾋﾝﾄ
•	 安全な取り扱いのための注意事項や、 

操作を容易にするためのﾋﾝﾄが記載さ 
れています。

 

 警告
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
操作に関する安全上の注意事項  
w 24ﾍﾟｰｼﾞ
安全上の注意事項　ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
w 83ﾍﾟｰｼﾞ
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降
ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ  
w 128ﾍﾟｰｼﾞ以降

注意事項

ﾋﾝﾄ
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序章

用語集

用語 解説
•	  •	 箇条書き、選択ｵﾌﾟｼｮﾝ
	✻  	✻ 各作業ｽﾃｯﾌﾟ

斜字ﾃｷｽﾄ ｺｰﾋｰﾏｼﾝの状態の説明および/または自動ｽﾃｯﾌﾟの解説

AutoClean 完全自動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑ
FFC 淹れたてﾌｨﾙﾀｰｺｰﾋｰ - 淹れたてのﾌｨﾙﾀｰｺｰﾋｰ
容量 例えば：浄水ﾌｨﾙﾀ処理能力（ℓ）
挽いた豆のｽﾗｲﾄﾞ w ｺｰﾋｰｶｽ落とし、35ﾍﾟｰｼﾞ
湿らし行程 香りを強く出すために、実際に抽出を行う前にｺｰﾋｰに少

量の熱湯が注がれます。
硬度 °dKHで表示水の硬度は、飲料水に含まれるｶﾙｼｳﾑの量を

表します。
追加 ｺｰﾋｰ、ﾐﾙｸ、ﾐﾙｸﾌｫｰﾑ、ﾁｮｺやﾄｯﾋﾟﾝｸﾞといった飲料用ﾚｼﾋﾟの

構成要素。
飲料供給 ｺｰﾋｰ、熱湯あるいはﾊﾟｳﾀﾞｰ飲料の供給
ｶｯﾌﾟ検出 このｵﾌﾟｼｮﾝのｾﾝｻｰは自動でｶｯﾌﾟの高さを計算します。こ

のｵﾌﾟｼｮﾝでは、3種類のﾓｰﾄﾞから希望のものを選択でき
ます。

ｺﾝﾋﾞ供給口 標準仕様はﾀﾞﾌﾞﾙ供給口ｵﾌﾟｼｮﾝでｼﾝｸﾞﾙ供給口もお求め
可能。

ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄﾞ ｾﾙﾌｻｰﾋﾞｽ
ﾁｮｺ ﾎｯﾄﾁｮｺﾚｰﾄ
ﾃﾞｶﾌｪ ﾃﾞｶﾌｪのｺｰﾋｰ
ﾊﾞﾘｽﾀ ｺｰﾋｰのｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ
ﾊﾟｳﾀﾞｰ飲料 ﾁｮｺやﾄｯﾋﾟﾝｸﾞなど
ﾌﾟﾚｽ 抽出前の、挽いたｺｰﾋｰの自動ﾌﾟﾚｽ。
ﾐｷｻｰ ｼｽﾃﾑ ﾊﾟｳﾀﾞｰ飲料用ﾐｷｻｰとﾎﾟｰｼｮﾅｰの総称
ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ ｺﾝﾋﾞ供給口、ﾐﾙｸﾉｽﾞﾙおよびﾐﾙｸﾎｰｽ
ﾒｲﾝｺｯｸ 止水栓、ｱﾝｸﾞﾙ弁
ﾘﾝｽ 中間的な洗浄
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操作 | 操作に関する安全上の注意事項

3	 操作
3.1	 操作に関する安全上の注意事項

火傷の危険/火傷のおそれあり
•	 加熱ﾌｪｰｽﾞ中、熱湯と熱い蒸気が供給口か

ら出てきます。
•	 飲料とｽﾁｰﾑの供給中は、高温の液体が供給

口から排出されます。このため、供給口や、
隣接ｴﾘｱの表面が高温になります。

>	 加熱ﾌｪｰｽﾞ中は供給口の下を手で持った
り、触れたりしないようにしてください。

>	 飲料やｽﾁｰﾑの供給中は、供給口の下に触
れないでください。

>	 供給直後は供給口に触れないでください。
>	 飲料供給する前に、必ず供給口下に適切な

大きさの容器を置いてください。
 

健康被害のおそれ
>	 飲食用であり、ｺｰﾋｰﾏｼﾝでの使用に適した

製品だけを使用してください。
>	 ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰ、ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰ、ﾏﾆｭｱﾙ投入口

を使用する場合、用途に見合った材料のみ
を入れてください。

 

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降



25取扱説明書 WMF 1500 S +

操作 | その他書類

指などを挟むおそれ/ 
怪我のおそれあり
•	 FFCのﾌﾀを設置するとき、手などを挟む危

険があります。
>	 FFCのﾌﾀは慎重に取り付けてください。
 

火傷の危険/火傷のおそれあり
•	 淹れたてﾌｨﾙﾀｰｺｰﾋｰの供給中、熱い液体が

流れ出ることがあります。その際は近くの 
表面が非常に熱くなります。

>	 飲料供給時は、FFCｶﾌﾟｾﾙに触れないよう 
にしてください。

>	 FFCｶﾌﾟｾﾙは飲料供給後すぐに触れ 
ないようにしてください。

 

指などを挟むおそれ/ 
怪我のおそれあり
•	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝの可動部で指や手を怪我するお 

それがあります。
>	 稼働する供給口のｴﾘｱを握らないでくだ 

さい。
>	 ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰや抽出装置の開口部に触れ

る場合、その前に必ずｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切
り、主電源からﾌﾟﾗｸﾞを外してください。

 

3.2	 その他書類
ｵﾌﾟｼｮﾝによりｼﾛｯﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝ
•	 ｼﾛｯﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝの取扱説明書をよくお読みください。
•	 ｼﾛｯﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ手引きをよくお読みください。

 注意

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意



26 取扱説明書 WMF 1500 S +

操作 | ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを入れる

3.3	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを入れる
	✻ 操作ﾊﾟﾈﾙを上に動かす

操作ﾊﾟﾈﾙの裏、右側にｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁがあります。
	✻ ｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁを押す

ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁが入り、加熱がｽﾀｰﾄします。
ﾎｯﾄﾘﾝｽが自動的に始まります。
ｺｰﾋｰﾏｼﾝで飲料供給の準備が完了すると、ﾊﾟﾈﾙに供
給可能と表示されます。

ｺｰﾋｰﾏｼﾝはﾀｲﾏｰを使ってｵﾝ/ｵﾌできます。

3.4	 ﾐﾙｸまたはﾐﾙｸﾌｫｰﾑ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

3.4.1	 ﾐﾙｸを接続する

ﾍﾞｰｼｯｸ ﾐﾙｸ
適切なﾐﾙｸﾉｽﾞﾙをｺﾝﾋﾞ供給口で使用します。
色 ﾐﾙｸ温度
•	 ｸﾞﾘｰﾝ とても冷たいﾐﾙｸ（8 ℃以下）
•	 ﾎﾜｲﾄ 冷蔵されているﾐﾙｸ（8 ～ 16 ℃）
•	 ｷｬﾗﾒﾙ色 冷蔵されていないﾐﾙｸ  

（16 ℃を超過）

	✻ ﾐﾙｸﾊﾟｯｸを開け、ｺｰﾋｰﾏｼﾝの左横に置く
	✻ ﾍﾞｰｼﾞｭ色のﾐﾙｸﾉｽﾞﾙがついたﾐﾙｸﾎｰｽをﾐﾙｸﾊﾟｯｸに
差し込む

ﾎｰｽはﾐﾙｸﾊﾟｯｸの底まで届かなければなりません。
ｺﾝﾋﾞ供給口の高さ調節では、ﾎｰｽが引っ張られた 
り折り曲げられたりすることがないようにしてくだ
さい。

PINｱｸｾｽ管理  
w PIN 権限  
63ﾍﾟｰｼﾞ
ﾀｲﾏｰの入る時間を設定  
w ﾀｲﾏｰ  
65ﾍﾟｰｼﾞ

ｸｰﾗｰのある仕様
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操作 | ﾐﾙｸまたはﾐﾙｸﾌｫｰﾑ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

WMFﾐﾙｸｸｰﾗｰ、WMFｶｯﾌ ・゚ｱﾝﾄ ・゙ｸｰﾙ ｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ、 
ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ （ｵﾌﾟｼｮﾝ）

ﾍﾞｰｼｯｸ ﾐﾙｸ
	✻ 冷蔵されたﾐﾙｸ用のﾐﾙｸﾉｽﾞﾙをｺﾝﾋﾞ供給口のﾐﾙｸ
接続口に差し込む

	✻ ﾐﾙｸ容器をｸｰﾗｰから外す
	✻ ﾐﾙｸ容器のﾌﾀを後ろにずらず
	✻ ﾐﾙｸをﾐﾙｸ容器に注入
	✻ ﾌﾀを再び容器の上にｾｯﾄ
	✻ ﾐﾙｸﾎｰｽのｱﾀﾞﾌﾟﾀｰをﾐﾙｸ容器の蓋にある接続口
に挿入
	✻ ﾐﾙｸ容器を慎重に押し戻す

3.4.2	 ﾐﾙｸ/ﾐﾙｸﾌｫｰﾑの供給
	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口の下に適切なｻｲｽﾞのｶｯﾌﾟを配置
	✻ ﾐﾙｸまたはﾐﾙｸﾌｫｰﾑに割り当てられた飲料ﾎﾞﾀﾝ を
ﾀｯﾁする

供給はﾚｼﾋﾟ内の設定に応じて行います（供給
ｵﾌﾟｼｮﾝ、ﾌｫｰﾑの質など）。

ﾐﾙｸ容器のｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

ﾐﾙｸ容器

供給ｵﾌﾟｼｮﾝ  
w ｶｯﾌﾟ容量  
47ﾍﾟｰｼﾞ
ｽﾀｰﾄ・ｽﾄｯﾌﾟまたは供給
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操作 | 飲料供給

3.5	 飲料供給
飲料ﾎﾞﾀﾝを押すと、設定した飲料の供給が開始さ
れます。
•	 ボﾀﾝ点灯 ＝ 供給可能
•	 ﾍｯﾀﾞｰの点灯してい

ないｷｰ/赤い三角
＝ 供給不可/ﾎﾞﾀﾝが無効

	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口の下に適切なｻｲｽﾞのｶｯﾌﾟを配置
	✻ 希望の飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁします

飲料のｷｬﾝｾﾙ
	✻ ﾀｯﾁした飲料ﾎﾞﾀﾝをもう一度ﾀｯﾁ

3.6	 淹れたてﾌｨﾙﾀｰｺｰﾋｰ - FFC（ｵﾌﾟｼｮﾝ）
新しい機能「淹れたてﾌｨﾙﾀｰｺｰﾋｰ」で、ﾌｨﾙﾀｰを通した
淹れたてのｺｰﾋｰを供給できます。
この追加ﾌｨﾙﾀｰｼｽﾃﾑを使って、ｵｲﾙや沈殿物などの
ないｺｰﾋｰを淹れられます。原則、すべてのｺｰﾋｰ抽出

（ｴｽﾌﾟﾚｯｿまたはｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ）でﾌｨﾙﾀｰを通して淹れる
ことができます。

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ ｶﾌｪ ﾗﾃ ﾐﾙｸ

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ ﾏｯｷｬｰﾄ ｶﾌﾟﾁｰﾉ ﾗﾃ ﾏｯｷｬｰﾄ ﾐﾙｸ ﾁｮｺ

1500S+

DI_03_04_00

飲料選択

ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
58 ﾍﾟｰｼﾞ
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操作 | 事前選択ﾊﾟｯﾄ（゙ｵﾌﾟｼｮﾝ）

3.7	 事前選択ﾊﾟｯﾄ（゙ｵﾌﾟｼｮﾝ）
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝによりますが、「2種類目のｺｰﾋｰ」といった
ﾌﾟﾚ選択ﾊﾟｯﾄﾞをﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲで利用できます。
これらのﾊﾟｯﾄﾞは、飲料ﾎﾞﾀﾝで飲料を決定する前 
に希望する事前選択を行うための事前選択ﾊﾟｯﾄﾞ
です。

3.8	 ｵﾌﾟｼｮﾝのﾌｨｰﾙﾄﾞ
ﾊﾞﾘｽﾀﾊﾟｯﾄﾞのように、機能ﾒﾆｭｰでﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示
できるｵﾌﾟｼｮﾝのﾊﾟｯﾄﾞがあります。

ほかには、S/M/Lﾊﾟｯﾄﾞなどがあります。
飲料にS/M/Lの容量を設定することで使用可能 
です。
その後、飲料の選択前にｶｯﾌﾟ容量「S」または「L」を
選択することができ、選択したｻｲｽﾞに対応している
飲料ﾎﾞﾀﾝだけが点灯します。
M＝ 設定した飲料ｻｲｽﾞ、ﾌﾟﾚ選択なし
S ＝ 約25 % Mより少ない
L ＝ 約25 % Mより多い

3.9	 ｶｯﾌﾟｻｲｽﾞ調整
ｵﾌﾟｼｮﾝとして自由なｶｯﾌﾟ容量の選択が可能です。
設定により、飲料選択後のｶｯﾌﾟ容量を選択後のﾓ 
ｰﾄﾞで調整できます。

3.10	 熱湯供給
	✻ 熱湯の供給口の下に適切なｻｲｽﾞのｶｯﾌﾟを配置
	✻ 熱湯のﾎﾞﾀﾝ をﾀｯﾁする

設定した供給ｵﾌﾟｼｮﾝに応じて供給が始まります。

例： 
2種類目のｺｰﾋｰﾊﾟｯﾄﾞ  
w 42ﾍﾟｰｼﾞ

ｵﾌﾟｼｮﾝのﾊﾟｯﾄﾞを有効にして設定  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
55ﾍﾟｰｼﾞ

例： 
ﾊﾞﾘｽﾀﾊﾟｯﾄﾞ

例：  
S/M/Lﾊﾟｯﾄﾞ

100 %
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操作 | ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

3.11	 ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

火傷の危険/火傷のおそれあり
•	 加熱ﾌｪｰｽﾞ中、熱湯と熱い蒸気が供給口か

ら出てきます。
•	 飲料とｽﾁｰﾑの供給中は、高温の液体が供給

口から排出されます。このため、供給口や、
隣接ｴﾘｱの表面が高温になります。

>	 加熱ﾌｪｰｽﾞ中は供給口の下を手で持った
り、触れたりしないようにしてください。

>	 飲料やｽﾁｰﾑの供給中は、供給口の下に触
れないでください。

>	 供給直後は供給口に触れないでください。
>	 飲料供給する前に、必ず供給口下に適切な

大きさの容器を置いてください。
 

	✻ ｽﾁｰﾑﾎﾞﾀﾝを押す
ｽﾁｰﾑﾎﾞﾀﾝを押す間、ｽﾁｰﾑが供給されます。 

•	 ｽﾁｰﾑで飲料を暖める
•	 ｽﾁｰﾑにより手作業でﾐﾙｸﾌｫｰﾑを作る

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降
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操作 | ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

飲料を加温
	✻ できるだけ細長い、ｸﾞﾘｯﾌﾟ付きCromargan®
（ｸﾛﾏｰｶﾞﾝ）容器を使用する
	✻ 容器の最大半分まで充填する
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙを容器の奥まで入れる
	✻ 希望する温度に達するまでｽﾁｰﾑﾎﾞﾀﾝを押す
	✻ ｽﾁｰﾑﾎﾞﾀﾝを離す
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙをﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰへ旋回させる
	✻ ｽﾁｰﾑﾎﾞﾀﾝを短く押す

ｽﾁｰﾑﾊﾟｲﾌﾟ内の残りを洗浄します。
	✻ 湿らせた布でｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙを拭く

ﾐﾙｸﾌｫｰﾑ

>	 ﾐﾙｸを泡立てている時はﾐﾙｸの量が減らな
いよう、過熱させないでください。

 

	✻ できるだけ細長い、ｸﾞﾘｯﾌﾟ付きCromargan®
（ｸﾛﾏｰｶﾞﾝ）容器を使用する
	✻ 容器の最大半分まで充填する
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙを液面の少し下の位置まで、容器に入
れる
	✻ ｽﾁｰﾑﾎﾞﾀﾝを押し、その際、容器を時計回りに動 
かす

これにより、濃い小規模なﾐﾙｸﾌｫｰﾑが生まれます。
	✻ ｽﾁｰﾑﾎﾞﾀﾝを離す
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙをﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰへ旋回させる
	✻ ｽﾁｰﾑﾎﾞﾀﾝを短く押す

ｽﾁｰﾑﾊﾟｲﾌﾟ内の残りを洗浄します。
	✻ 湿らせた布でｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙを拭く

Cromargan®（ｸﾛﾏｰｶﾞﾝ）容器  
WMF 注文番号：03 9090 0030  
または 03 9090 0050

ﾋﾝﾄ
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3.12	 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰ

火傷の危険/火傷のおそれあり
•	 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰからは、高温のｽﾁｰﾑが

供給されます。そのため、ｶｯﾌﾟとその周辺
の表面が熱くなります。

>	 耐熱性のｶｯﾌﾟを使用してください。
>	 ｽﾁｰﾑ供給前には、必ずｶｯﾌﾟを逆さまにして

ｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰの上に置いてください。
>	 供給直後には周辺の表面に触れないでく

ださい。
>	 供給直後は供給口に触れないでください。
>	 ﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞやｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰなしの状態で

は、ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ機能を絶対に使用しないで
ください。

 

健康被害のおそれ/衛生面
•	 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ機能はｶｯﾌﾟを温めるためのもの

ですので、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ用には使用しないでく
ださい。

>	 ｶｯﾌﾟを温めるときは、必ず洗浄して間も 
ないｶｯﾌﾟをご使用ください。

 

ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰは高温ｽﾁｰﾑによりｶｯﾌﾟを温め
ることができます。
	✻ ｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰの上に、ｶｯﾌﾟを下向きにして配置する
	✻ ﾊﾟｯﾄﾞ  をﾀｯﾁする

高温のｽﾁｰﾑが、下からゆっくりとｶｯﾌﾟの中に流れ込
みます。
ｽﾁｰﾑは、最大で設定した時間分だけ流れ込みます。
	✻ ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯﾄﾞをもう一度ﾀｯﾁ

直ちにｽﾁｰﾑの流れが止まります。

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降
ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰは毎日ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
w 83ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯﾄﾞ 有効 / 無効  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
56ﾍﾟｰｼﾞ
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3.13	 ｺﾝﾋﾞ供給口の高さ調整
ｺﾝﾋﾞ供給口は高さ調整が可能です。
	✻ 前面からｺﾝﾋﾞ供給口のﾌﾚｰﾑを持ち、希望する高
さにｽﾗｲﾄﾞ

調整範囲：   70–175 mm

自動高さ調整（ｵﾌﾟｼｮﾝ）
自動高さ調整では飲料によってｶｯﾌﾟ高さが保存さ
れます（ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸまたは SB ﾊﾟｯｹｰｼﾞでのみ）。飲
料供給前にｺﾝﾋﾞ供給口が自動で最適な高さに調整
されます。
調整範囲：   175 mm まで

ｶｯﾌﾟ検出（ｵﾌﾟｼｮﾝ）
ｵﾌﾟｼｮﾝのｶｯﾌﾟ検出で、設定にもよりますが、3種類の
ﾓｰﾄﾞから希望のものを操作できます。
•	 存在検知
•	 ｵﾌｨｽ - ｶｯﾌﾟの高さに移動
•	 ｻｲｽﾞの事前選択

3.14	 ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰ/ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰ
ﾛｯｸ可能

ﾎｯﾊﾟｰは、できるかぎり適時に補充してください。
製品の鮮度を維持するため、ﾎｯﾊﾟｰには最大でも 
一日分しか入れないでください。

•	 異物が混入するとｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞが破損す 
るおそれがあります。このような損傷は 
保証対象外となります。

>	 従って、ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰに異物が混入し 
ないように注意してください。

>	 ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰに過度に充填しないでくだ 
さい。

>	 ﾊﾟｳﾀﾞｰは押し付けたり圧縮したりしない 
でください。

 

ｶｯﾌﾟ高さ  
w 52ﾍﾟｰｼﾞ

ｶｯﾌﾟ検出  
w ｼｽﾃﾑ  
76ﾍﾟｰｼﾞ

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降
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3.15	 ﾏﾆｭｱﾙ投入口ﾛｯｸ可能
ﾏﾆｭｱﾙ投入口はｺｰﾋｰﾏｼﾝのﾌﾀの中央に取り付けられ
ています。
ﾏﾆｭｱﾙ投入口の用途
•	 ｶﾌｪｲﾝﾌﾘｰ等、異なる種類のｺｰﾋｰを淹れるとき
•	 試しにｺｰﾋｰを淹れるとき
•	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄの投入口

•	 挽いたｺｰﾋｰやｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄはﾊﾟﾈﾙ上で
通知されてから投入してください。

•	 ﾏﾆｭｱﾙ投入の場合は、挽いたｺｰﾋｰのみを 
使用してください。

•	 ｲﾝｽﾀﾝﾄｺｰﾋｰﾊﾟｳﾀﾞｰは使用しないでくだ 
さい。

•	 挽いたｺｰﾋｰが細かすぎる場合は、使用し 
ないでください。

 

ﾏﾆｭｱﾙ投入口により挽いたｺｰﾋｰでｺｰﾋｰを淹れる
	✻ ﾏﾆｭｱﾙ投入口のﾌﾗｯﾌﾟを開ける
	✻ 挽いたｺｰﾋｰを投入（15 gまで）
	✻ ﾏﾆｭｱﾙ投入口のﾌﾗｯﾌﾟを閉じる
	✻ 希望の飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁします

 
ﾀﾌﾞﾚｯﾄ洗浄剤投入口

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降

 
ﾏﾆｭｱﾙ投入口
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3.16	 ｺｰﾋｰｶｽ受け
ｺｰﾋｰｶｽ受けには、使用済みの挽いたｺｰﾋｰが排出さ
れます。ｺｰﾋｰｶｽ受けには抽出約50回分のｺｰﾋｰｶｽが
収まるようになっています。
ｺｰﾋｰｶｽ受けを空にする必要がある場合、ﾊﾟﾈﾙ上に
その旨の通知が表示されます。 
ｺｰﾋｰｶｽ受けが取り外されている間、飲料供給は不可
能となります。
	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口を上げる
	✻ ｺｰﾋｰｶｽ受けを外す
	✻ ｺｰﾋｰｶｽ受けを空にして再びｾｯﾄ
	✻ ﾌﾟﾛｾｽをﾊﾟﾈﾙ上で確定する

•	 ｺｰﾋｰｶｽ受けを空にせずに設置する
と、ｺｰﾋｰｶｽがあふれ出ます。ｺｰﾋｰﾏｼﾝが汚
れ、ﾏｼﾝの損傷につながるおそれがあり 
ます。

>	 ｺｰﾋｰｶｽ受けを設置するときは、常に空の状
態で設置してください。

>	 ｺｰﾋｰｶｽ受けを上手く設置できないとき
は、ﾀﾞｸﾄにｺｰﾋｰｶｽが残っていないかﾁｪｯｸ
し、残っている場合には取り除いてくだ 
さい。

 

3.17	 ｺｰﾋｰｶｽ落とし（ｵﾌﾟｼｮﾝ）
ｺｰﾋｰﾏｼﾝにはｺｰﾋｰｶｽ落としを取り付けることができ
ます。このﾀｲﾌﾟでは、ｺｰﾋｰｶｽ受けとｺｰﾋｰﾏｼﾝの底に開
口部が設けてあり、現場のﾏｼﾝｶｳﾝﾀｰ台の開口部に
続いています。ｺｰﾋｰｶｽは、ﾏｼﾝｶｳﾝﾀｰ台下にある個別
容器へと排出されます。

ｺｰﾋｰｶｽ受けのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w 手動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
102ﾍﾟｰｼﾞ

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
挽いた豆のｽﾗｲﾄﾞを毎日ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w 手動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
102ﾍﾟｰｼﾞ
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3.18	 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲ

火傷のおそれ
•	 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰには高温の液体がたまっている

ことがあります。
>	 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰは慎重に動かしてください。
>	 再び設置するときには、水が不意にこぼれ

ないように注意してください。
 

排水用接続部があるｺｰﾋｰﾏｼﾝでは、ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰ
も取り外せます（ｸﾘｰﾆﾝｸﾞのためなど）。 
 

排水用接続がないｺｰﾋｰﾏｼﾝでは、ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲを定期
的に空にしなければなりません。
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲを慎重に取り外して空にし、再びｾｯﾄ

3.18.1	 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰｾﾝｻ （ｵﾌﾟｼｮﾝ）
ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰｾﾝｻがある仕様の場合、最大充填ﾚﾍﾞﾙに
達するとｺｰﾋｰﾏｼﾝはﾊﾟﾈﾙに通知を行います。
	✻ ﾒｯｾｰｼﾞを受けたら、ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰを注意して取り外
し、空にしてから戻します

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降
ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰは毎日ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
w 83ﾍﾟｰｼﾞ以降

注意事項
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3.19	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切る

衛生面に注意
•	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝの中で有害な細菌が繁殖すること

があります。
>	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切る前に必ず毎日の

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行ってください。
 

取扱説明書を確認
•	 取扱説明書の指示に従わずにﾏｼﾝを使用し

て発生した損傷については、保証は適用さ
れません。

 

	✻ 操作ﾊﾟﾈﾙを上に動かす
操作ﾊﾟﾈﾙの裏、右側にｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁがあります。
	✻ 信号音が鳴るまでｵﾝ/ｵﾌﾎﾞﾀﾝを短く押す

続いてｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁがｵﾌになります。
	✻ 主電源からﾌﾟﾗｸﾞを抜く
	✻ 水道のﾒｲﾝｺｯｸを閉める

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降
取扱説明書に従ってｺｰﾋｰﾏｼﾝを
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞしてください。
ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
w 83ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降

PINｱｸｾｽ管理  
w PIN 権限  
63ﾍﾟｰｼﾞ
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4	 ｿﾌﾄｳｪｱ
•	 飲料設定の際には、ｺｰﾋｰﾏｼﾝの操作につい

てのものと同様の安全上の注意事項に 
従ってください。

>	 操作についてのすべての安全上の注意事
項に従ってください。

 

4.1	 概要

供給可能 40ﾍﾟｰｼﾞ

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ ｶﾌｪ ﾗﾃ ﾐﾙｸ

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ ﾏｯｷｬｰﾄ ｶﾌﾟﾁｰﾉ ﾗﾃ ﾏｯｷｬｰﾄ ﾐﾙｸ ﾁｮｺ

1500S+

DI_01_01_00

ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
58 ﾍﾟｰｼﾞ

ﾊﾟﾈﾙ上のﾊﾟｯﾄﾞやﾎﾞﾀﾝは設定や
ﾏｼﾝﾓﾃﾞﾙにより異なります。

機能ﾗｲﾝ供給可能表示 40ﾍﾟｰｼﾞ

ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰ ｴｺﾓｰﾄ（゙有効）

飲料ｻｲｽ（S‑M‑L） ﾎｯﾄ ﾘﾝｽ

ｽﾁｰﾑﾎﾞﾀﾝ ﾊﾞﾘｽﾀ（ｺｰﾋｰの濃さ）

2種類目のｺｰﾋ（ーﾃﾞｶﾌｪ） 熱湯

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充 ｶｯﾌﾟｻｲｽﾞ調整

栄養成分情報

 注意
操作に関する安全上の注意事項  
w 24ﾍﾟｰｼﾞ
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ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの機能 43ﾍﾟｰｼﾞ以降

DI_pfege DI_getr DI_bedien
DI_info

ｶｽﾀﾏｰｹｱ
43ﾍﾟｰｼﾞ

飲料
46ﾍﾟｰｼﾞ

操作ｵﾌﾟｼｮﾝ
55ﾍﾟｰｼﾞ

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
61ﾍﾟｰｼﾞ

DI_abr
DI_pin DI_timer

DI_system

会計
62ﾍﾟｰｼﾞ

PIN権限
63ﾍﾟｰｼﾞ

ﾀｲﾏｰ
65ﾍﾟｰｼﾞ

ｼｽﾃﾑ
69ﾍﾟｰｼﾞ

DI_sprache DI_eco DI_usb

言語
79ﾍﾟｰｼﾞ

ｴｺﾓｰﾄﾞ
80ﾍﾟｰｼﾞ

USB
81ﾍﾟｰｼﾞ

ﾒﾆｭｰ制御ﾊﾟｯﾄﾞ

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ/戻る 値 / 設定の確定
DI_pin

PIN入力 値 / 設定の削除

次へ/開始 飲料ﾃｽﾄ

設定のﾛｰﾄﾞ 戻る

設定の保存 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ表示

ﾊﾟﾈﾙ上の通知

ｲﾍﾞﾝﾄ/ｴﾗｰ通知 ﾐﾙｸ温度の表示 （ｵﾌﾟｼｮﾝ）
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4.2	 供給可能表示
ﾊﾟﾈﾙの供給可能表示は、ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｵﾌﾟｼｮﾝや個々の
設定によって異なります。

4.2.1	 飲料ﾎﾞﾀﾝ
供給可能なすべての飲料ﾎﾞﾀﾝで照明が点灯してい
ます。
選択したｷｰﾚｲｱｳﾄによってはﾊﾟﾈﾙ上を水平にﾜｲﾌﾟす
ることで他の飲料に進むことができます。
希望する飲料ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾁすると、飲料供給が開始さ
れます。

4.2.2	 機能ﾗｲﾝ

ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯﾄﾞ
ｶｯﾌﾟの温め。

ﾎｯﾄﾘﾝｽﾊﾟｯﾄﾞ
	✻  「ﾎｯﾄﾘﾝｽﾊﾟｯﾄﾞ」 をﾀｯﾁする

ｺｰﾋｰ管路に熱湯が流れてﾘﾝｽが始まります。これ 
によって抽出装置が加温され、最適なｺｰﾋｰ温度 
が保証されます。
長い間抽出しなかった後で、特にｴｽﾌﾟﾚｯｿを供 
給する前の使用をお勧めします。

栄養成分情報
飲料毎の材料および栄養成分値情報の表示。

ｶﾌﾟﾁｰﾉ

DI_04_04_00

例：ｶﾌﾟﾁｰﾉﾎﾞﾀﾝ
ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
58 ﾍﾟｰｼﾞ

ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯﾄﾞ  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
56ﾍﾟｰｼﾞ

ﾎｯﾄﾘﾝｽﾊﾟｯﾄﾞ有効 /無効  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
56ﾍﾟｰｼﾞ

栄養成分情報  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
56ﾍﾟｰｼﾞ
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ｶｯﾌﾟｻｲｽﾞ調整
次の飲料の飲料ｻｲｽﾞ選択。

S/M/Lﾊﾟｯﾄﾞ
飲料ｻｲｽﾞのﾌﾟﾚ選択。事前に飲料を正しく設定する
必要があります。

ﾊﾞﾘｽﾀﾊﾟｯﾄﾞ - ｺｰﾋｰの濃さ
表示 ｺｰﾋｰの濃さ

押さない ｺｰﾋｰ豆2つ ﾉｰﾏﾙ、設定通り
1回ﾀｯﾁ ｺｰﾋｰ豆3つ 設定より15 %濃い ＊
2回ﾀｯﾁ ｺｰﾋｰ豆1つ 設定より15 %薄め ＊
＊1回の抽出で使える挽いたｺｰﾋｰの最大量は15ｇ
ｺｰﾋｰの濃さを変更すると、その後1回の抽出分だけ
濃さが変更されます。

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充
自動ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充。

ｶｯﾌﾟｻｲｽﾞ調整  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
57ﾍﾟｰｼﾞ

S/M/L  
w ｿﾌﾄｳｪｱ  
w ｼｽﾃﾑ  
75ﾍﾟｰｼﾞ

ﾊﾞﾘｽﾀﾊﾟｯﾄﾞ有効 / 無効  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
55ﾍﾟｰｼﾞ

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
58ﾍﾟｰｼﾞ
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2種類目のｺｰﾋ（ーﾃﾞｶﾌｪ）
	✻ まず「ｶﾌｪｲﾝﾌﾘｰ」のﾏｼﾝﾃﾞｰﾀにｸﾞﾗｲﾝﾀﾞ-を割り当
てます
	✻ 操作ｵﾌﾟｼｮﾝで「ｶﾌｪｲﾝﾌﾘｰ」を選択します

ﾁｪｯｸの付いた豆のﾏｰｸが機能ﾊﾞｰに表示されます。
	✻ 飲料選択前に、このﾏｰｸをﾀｯﾌﾟします

次の飲料供給の準備では、ｶﾌｪｲﾝﾌﾘｰで
ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞ-の豆を用意できます。

ｽﾁｰﾑﾎﾞﾀﾝ
ｽﾁｰﾑﾎﾞﾀﾝで熱いｽﾁｰﾑが排出され、飲料を温めら 
れます。
ｽﾁｰﾑﾎﾞﾀﾝではﾐﾙｸのﾌｫｰﾑを作ることができます。

熱湯ﾎﾞﾀﾝ
熱湯供給用熱湯ﾎﾞﾀﾝ。
また、熱湯用の飲料ﾎﾞﾀﾝが用意されている場合もあ
ります。

2種類目のｺｰﾋｰ  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
59ﾍﾟｰｼﾞ
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4.3	 ｶｽﾀﾏｰｹｱ
ｶｽﾀﾏｰｹｱ

DI_pfege

最終実施日：
-

まだ 100 回、ﾌｨﾙﾀｰで抽出
できます。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ ｱﾆﾒｰｼｮﾝ

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ FFC ﾌｨﾙﾀｰ交換 説明

最終実施日：
-

最終実施日：
-

ﾎﾞﾀﾝが有効になった
ら、ﾐﾙｸｼｽﾃﾑはﾐﾙｸを充填

します。 

ﾐｷｻｰﾘﾝｽ ﾌｫｰﾏｰのﾘﾝｽ ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充

最終実施日：
-

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｸﾘｰﾆﾝｸﾞのため
にﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝが反応しなく

なります

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ ｸﾘｰﾝﾛｯｸ 設定

DI_04_03_00

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞの後にｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切る、切ら 
ないの選択が可能です。

ﾐｷｻｰﾘﾝｽ
ﾐｷｻｰﾘﾝｽは中間的に行われるﾐｷｻｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞです。

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞは単独で開始できます。これはﾐﾙｸ
飲料の供給をしばらく行っていなかった時に有効
です。ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞではﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行い
ます。

DI_pfege

ﾒﾆｭｰ制御ﾊﾟｯﾄﾞ  
w 概要  
39ﾍﾟｰｼﾞ
ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
w 83ﾍﾟｰｼﾞ以降
HACCPｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄ  
w 112ﾍﾟｰｼﾞ以降

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

DS_04_03_01

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
86ﾍﾟｰｼﾞ以降

ﾐｷｻｰﾘﾝｽ

DS_04_03_02

ﾐｷｻｰﾘﾝｽ  
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
93ﾍﾟｰｼﾞ

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

DS_04_03_03

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
94ﾍﾟｰｼﾞ
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徹底ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸ（゙AutoClean）
これはﾐﾙｸﾎｰｽも対象としたｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞです。
ｵﾌﾟｼｮﾝで、ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ終了後に「電源を切る」また
は「電源を切らない」を選択できます。
1日以上の期間運転しない場合に、休止前に実施す
ることをおすすめします。

FFC ﾌｨﾙﾀｰ交換
ﾌｨﾙﾀｰは100回抽出ないし72時間経過後、交換が必
要です。
	✻  FFC ﾌｨﾙﾀｰ交換  をﾀｯﾌﾟします

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲで操作手順が始まります。
	✻ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの案内に従います

このﾊﾟｯﾄﾞをﾀｯﾌﾟすると、現在使用中のﾌｨﾙﾀｰであと
何回抽出できるか、またはFFCのｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞを次
はいつ実行すべきかを表示して確認できます。

ﾌｫｰﾏｰのﾘﾝｽ
ﾌｫｰﾏｰのﾘﾝｽは中間的に行われるﾐﾙｸﾌｫｰﾑのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
です。

ｸﾘｰﾝﾛｯｸ
	✻  ｸﾘｰﾝ ﾛｯｸ  をﾀｯﾁする

15秒間のｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝが始まります。
この間にﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙのｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行ってください。
最後にﾀｯﾁしてから15秒後に、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙが再び有効
になります。

徹底ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

DS_04_03_04

DS_04_03_10

FFC ﾌｨﾙﾀｰ交換

FFCﾌｨﾙﾀｰ交換  
w ｹｱ  
93ﾍﾟｰｼﾞ

ﾌｫｰﾏｰのﾘﾝｽ

DS_04_03_05

ﾌｫｰﾏｰのﾘﾝｽ  
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
92ﾍﾟｰｼﾞ

ｸﾘｰﾝﾛｯｸ

DS_04_03_06

操作ﾊﾟﾈﾙｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
101ﾍﾟｰｼﾞ以降
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説明
使用可能なｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ﾐｷｻｰやｸﾘｰﾆﾝｸﾞ用ｺﾝﾋﾞ
供給口の脱着方法が画像で分かりやすく説明され
ます。

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充（ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ）
この機能により、ﾐﾙｸ飲料供給のためにﾐﾙｸｼｽﾃﾑを充
填します。
	✻  ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充  をﾀｯﾁする

設定

ｽｲｯﾁ ｵﾌ ﾘﾝｽ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 有効

有効 最後にｸﾘｰﾆﾝｸﾞを実行してからﾐﾙｸ飲料を 
供給している場合には、ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを 
切る際に、ｽｲｯﾁｵﾌﾘﾝｽを実行しなければな 
りません。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後にﾐﾙｸｼｽﾃﾑを準備

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

有効 ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後、ﾏｼﾝは通常ｵﾌになりま
す。機能が有効になっている場合、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ
はﾐﾙｸｺﾝﾃﾅのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後最大15分間再度電
源を入れて使用できます。これで、ｺｰﾋｰﾏｼﾝ
は次回起動時に再度運転準備が整います。

説明

DS_04_03_07

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ間隔概要  
w ｹｱ  
85ﾍﾟｰｼﾞ

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充

DS_04_03_08

設定

DS_04_03_09
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4.4	 飲料

概要

供給ﾃｽﾄ
大半の飲料設定では、ﾚｼﾋﾟを保存する前に新しい
設定で飲料供給ﾃｽﾄを行えるようになっています。

	✻ 設定を希望通り変更
	✻ ｢供給ﾃｽﾄ」ﾊﾟｯﾄﾞをﾀｯﾁ

新しい設定値に従って飲料が供給されます。
	✻ 新しい設定値の飲料が満足いくものであれば、 
｢保存」ｱｲｺﾝをﾀｯﾁ

ﾚｼﾋﾟが保存されます。

ﾚｼﾋﾟの保存
変更されたﾚｼﾋﾟが保存されます。

ﾚｼﾋﾟをﾛｰﾄﾞする
保存されているﾚｼﾋﾟが飲料ﾎﾞﾀﾝにﾛｰﾄﾞされます。
	✻ 飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁ
	✻  「ﾚｼﾋﾟをﾛｰﾄﾞする」ﾊﾟｯﾄﾞをﾀｯﾁ

ｻﾌﾞﾒﾆｭｰが開きます。
	✻ 希望するﾚｼﾋﾟをﾏｰｸする
	✻  「ﾚｼﾋﾟの保存」ﾊﾟｯﾄﾞをﾀｯﾁ

飲料ﾎﾞﾀﾝに新しく選択したﾚｼﾋﾟが割り当てられ 
ます。

DI_getr

ｶﾌﾟﾁｰﾉ

DI_04_04_00

例：ｶﾌﾟﾁｰﾉﾎﾞﾀﾝ
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ｶｯﾌﾟ容量、複数倍の抽出と供給ｵﾌﾟｼｮﾝ

ｶｯﾌﾟ容量
希望するｶｯﾌﾟ容量を設定します。ﾚｼﾋﾟは適切に調節
されます。
100 %はこれまで保存されている値に相当します。

S‑M‑L機能
S/M/L機能は「ｼｽﾃﾑ」ﾒﾆｭｰで有効にできます。基本的
に、どの飲料でもﾃﾞﾌｫﾙﾄのｶｯﾌ容量に対する差分を
操作ｵﾌﾟｼｮﾝで変更することができます。
その他の各飲料では、S/M/L量はｶｯﾌﾟ容量ｵﾌﾟｼｮﾝか
ら変更でき、
各ｻｲｽﾞを有効/無効に個別設定することもできます。
無効にすると、各飲料のｻｲｽﾞを選択できなくなり 
ます。

ｶｯﾌﾟ容量 S/M/L
ﾚｼﾋﾟがSとLｻｲｽﾞのために作成されます。Mは設定通
りとなります。
標準値：
S＝設定値より25 %減量
L＝設定値より25%増量

S/M/Lを有効にして全飲料を
変更  
w ｿﾌﾄｳｪｱ  
w ｼｽﾃﾑ  
75ﾍﾟｰｼﾞ

ｵﾌﾟｼｮﾝのﾌｨｰﾙﾄﾞ 
w 操作  
29ﾍﾟｰｼﾞ

%

S - 有効 有効 L - 有効

S M L
72
73
74
75
76
77
78

97
98
99

100
101
102
103

122
123
124
125
126
127
128

DI_04_04_01

飲料ごとにS‑M‑Lを変更  
w ｶｯﾌﾟ容量
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複数抽出
飲料は設定の複数倍抽出されます。ﾎﾞﾀﾝを1回押す
だけで、設定量の最大12倍までの供給ができます。
ｺｰﾋｰやﾐﾙｸ入りﾐｯｸｽ飲料、供給ﾀｲﾌ「゚供給」の熱湯で
利用できます。

供給ｵﾌﾟｼｮﾝ
•	 ｽﾀｰﾄ・ｽﾄｯﾌﾟ

供給は設定量に達するまで行われます。途中で
供給を中止するには、ﾎﾞﾀﾝをもう一度押してくだ
さい。

•	 ｽﾀｰﾄ・ｽﾄｯﾌﾟ ﾌﾘｰﾌﾛｰ
ﾎﾞﾀﾝを軽く押すとｽﾀｰﾄ・ｽﾄｯﾌﾟ供給となります。
ﾎﾞﾀﾝを1秒間以上押すと、ﾌﾘｰﾌﾛｰ供給が開始され
ます。

•	 ﾌﾘｰﾌﾛｰ
ﾎﾞﾀﾝを長押ししている間だけ、飲料やｽﾁｰﾑが供給
されます。

•	 供給
設定した量が供給されます。供給ｵﾌﾟｼｮﾝは
ﾐﾙｸ、ﾐﾙｸﾌｫｰﾑ、熱湯で表示されます。

供給ｵﾌﾟｼｮﾝでは、熱湯、ﾐﾙｸ、 
ﾐﾙｸﾌｫｰﾑの設定が可能です。
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ﾚｼﾋﾟの変更

ｶﾌﾟﾁｰﾉ飲料設定
ﾚｼﾋﾟの変更

現在のﾚｼﾋﾟ構成：

供給順序 → 176 ml 当たりのおおよその量

保管 栄養成分情報
追加物 初期値：

希望する追加物にタッチしたままﾄﾞﾗｯｸﾞします。

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ
9 g、35 ml

ﾌｫｰﾑ ｸﾘｰﾐｨ
140 ml

ｺｰﾋｰ ﾐﾙｸ ｺｰﾙﾄﾞﾐﾙｸ ﾐﾙｸ一旦停止 ﾁｮｺ 一旦停止

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ ﾐﾙｸﾌｫｰﾑ ｺｰﾙﾄﾞ ﾌｫｰﾑ 熱湯 ｼﾛｯﾌﾟ

DI_04_04_02

現在のﾚｼﾋﾟ構成
ﾚｼﾋﾟに含まれている追加ｵﾌﾟｼｮﾝがここに表示され
ます。
作成手順は左から右に表示されます。上下に並ん 
でいる追加ｵﾌﾟｼｮﾝは同時に処理されます。
希望のｵﾌﾟｼｮﾝを技術上の理由により選択できない
ときは、ｿﾌﾄｳｪｱによって通知が出されます。

工場出荷時設定で用意されている追加ｵﾌﾟｼｮﾝ
ﾚｼﾋﾟに追加できる追加ｵﾌﾟｼｮﾝはここに表示され 
ます。
	✻ 希望する追加物を押し、ﾚｼﾋﾟ作成でもう一度希望
する位置を押す

追加物がすぐに希望する位置に追加されます。

ﾒﾆｭｰ制御ﾊﾟｯﾄﾞ  
w 概要  
39ﾍﾟｰｼﾞ
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追加物の削除
ﾏｰｸのついた追加ｵﾌﾟｼｮﾝを現在のﾚｼﾋﾟ構成から削
除します。

追加ｵﾌﾟｼｮﾝの変更
	✻ 追加ｵﾌﾟｼｮﾝをﾏｰｸし、「追加ｵﾌﾟｼｮﾝの変更」をﾀｯﾁ

追加ｵﾌﾟｼｮﾝの変更 のﾒﾆｭｰが開きます。
選択した追加ｵﾌﾟｼｮﾝの設定ｵﾌﾟｼｮﾝが表示されます。
保存されたﾃﾞｰﾀと現在のﾃﾞｰﾀが表示されます。

現在の値

ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱによって保存された値

工場出荷時の設定値

ｺｰﾋｰ粉の量
単位：ｸﾞﾗﾑ（g）

水量 / ﾐﾙｸの量
単位：ﾐﾘﾘｯﾄﾙ（ml）

FFC
ここでは、淹れたｺｰﾋｰをｸｰﾗｰに通して冷却するかを
設定できます。
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ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ ﾐﾙｸﾌｫｰﾑの仕上がり品質
ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ仕様のｺｰﾋｰﾏｼﾝでは、各飲料に合わせ
てﾐﾙｸﾌｫｰﾑの仕上がりを調節できるようになってい
ます。
1つの飲料に異なる仕上がりのﾐﾙｸﾌｫｰﾑを組み合わ
せることができます。
しっかり しっかりとしたﾐﾙｸﾌｫｰﾑ。ﾌﾞﾗｳﾝｴｯｼﾞのｶﾌﾟﾁｰﾉやﾐﾙｸﾌｫｰﾑの見た目を重

視する飲料で、ﾊﾞﾗﾝｽの取れたﾐﾙｸの風味を出したいときに最適 
です。

ｼﾙｷｰ ｷﾒの細かいﾐﾙｸﾌｫｰﾑ。ﾗﾝｽの取れたﾐﾙｸの風味を際立たせたいｶﾌﾟﾁｰﾉ
に適しています。理想的なｺｰﾋｰとﾐﾙｸの組み合わせ。

ｸﾘｰﾐｰ つやのあるﾐﾙｸﾌｫｰﾑ。ﾐﾙｸの風味のバﾗﾝｽが取れており、ｺｰﾋｰとﾐﾙｸの
組み合わせが良好なﾐﾙｸ飲料に最適です。

ふんわり 空気をたっぷりと含んだﾌﾜﾌﾜと軽いﾐﾙｸﾌｫｰﾑ。どちらかというと粗い
感じの泡でバﾗﾝｽの取れたﾐﾙｸの風味が特徴です。

ｺｰﾋｰの品質
ｺｰﾋｰの抽出は、品質ﾚﾍﾞﾙによって変化します。
品質ﾚﾍﾞﾙを高くするほど、抽出されるｺｰﾋｰの香りと
味が強まります。

品質ﾚﾍﾞﾙ
1 ﾌﾟﾚｽ後、挽いたｺｰﾋｰが水を含むようにするた

めのｽﾍﾟｰｽが与えられます。
2 ﾌﾟﾚｽ直後から抽出が始まります。

3 ﾌﾟﾚｽ後、湿らし行程に入ります。

4 ﾌﾟﾚｽと湿らし行程後、2回目のﾌﾟﾚｽをします。

5 品質4と同様ですが、さらに強くｳｪｯﾄﾌﾟﾚｽし 
ます。

6 品質5と同様ですが、さらに強くｳｪｯﾄﾌﾟﾚｽし 
ます。

7 品質6と同様ですが、さらに長くｳｪｯﾄﾌﾟﾚｽし 
ます。

注意事項！
抽出用熱湯がわずかな状態で非
常に細かいｺｰﾋｰ粉を使用すると、
品質ﾚﾍﾞﾙが高い場合は抽出用熱
湯ｴﾗｰが発生することがあります。
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ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞを選択
ｺｰﾋｰ粉の挽く分量全部は10に相当します。全分量
は各種ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰを合わせることができます。そのた
め、様々な個別のﾚｼﾋﾟが可能です。

ﾃｷｽﾄ、画像、ｶｯﾌﾟ高さ

ｶｯﾌﾟ高さ

130
135
140
145
150
155
160
165

mm

50

75

95

145

ﾚｼﾋﾟ番号 92 工場：92

備考 ﾏｯｷｬｰﾄ、長時間ﾎﾟｰｽﾞ

ﾃｷｽﾄ ＋ 画像
ﾗﾃ ﾏｯｷｬｰﾄ

ﾗﾃ ﾏｯｷｬｰﾄ飲料設定
ﾃｷｽﾄと図の変更

ｶｯﾌﾟを検知

DI_04_04_03

ﾃｷｽﾄと画像
ここで飲料の名称と飲料ﾎﾞﾀﾝの画像を設定します。
	✻ ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾟｯﾄﾞにﾀｯﾁしてｷｰﾎﾞｰﾄﾞを有効にします

備考
飲料についてのﾒﾓはここに保存できます。

1 2

3

ﾒﾆｭｰ制御ﾊﾟｯﾄﾞ  
w 概要  
39ﾍﾟｰｼﾞ

「ｶｯﾌﾟを検知」ﾊﾟｯﾄﾞは、「存在検
知」が有効になっている場合にの
み表示されます。  
w ｶｯﾌﾟｾﾝｻｰを使った存在検知  
w 53ﾍﾟｰｼﾞ

個別の飲料画像を読み込む  
w USB  
81ﾍﾟｰｼﾞ
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ｶｯﾌﾟの高さを手動で調整
飲料のｶｯﾌﾟの高さを調整ﾎｲｰﾙで調整します。
	✻ 調整ﾎｲｰﾙの高さを調整
	✻ 右側にある、この高さを合わせたいｶｯﾌﾟﾏｰｸを
ﾀｯﾌﾟします

値がｶｯﾌﾟのﾏｰｸに合わせられます。

ｶｯﾌﾟｾﾝｻｰを使った存在検知
ｶｯﾌﾟ検出（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

「存在検知」機能で、  ｶｯﾌﾟを検知  ﾊﾟｯﾄﾞが表示さ
れます。
	✻ ｶｯﾌﾟを下に置きます
	✻  ｶｯﾌﾟを検知  をﾀｯﾌﾟします

ｶｯﾌﾟが検知されます。
検知されたｶｯﾌﾟの高さ調整を適用すると、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ
の調整ﾎｲｰﾙの上に表示されます。

飲料の選択時に供給口の存在検知が有効になっ 
ていると記録された高さに移動し、準備が整い 
ます。

ｶｯﾌﾟｾﾝｻｰによるｻｲｽﾞのﾌﾟﾚ選択
ｾﾝｻｰはｶｯﾌﾟの高さを検知して、検知した高さが記録
された値に一致すると飲料を供給します。

ｻｲｽ「゙S」および「L」の飲料は、飲
料ﾎﾞﾀﾝ選択前にｻｲｽﾞを選択する
必要があります。

ｶｯﾌﾟｾﾝｻｰによるｻｲｽﾞのﾌﾟﾚ選択
は、「ｻｲｽﾞのﾌﾟﾚ選択」ﾓｰﾄﾞでのみ
可能です。  
w 76 ﾍﾟｰｼﾞ
許容ｶｯﾌﾟ高さ  
w ｼｽﾃﾑ w ｶｯﾌﾟ検知  
76ﾍﾟｰｼﾞ
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設定されているｶｯﾌﾟの高さS/M/Lを使用します
このﾊﾟｯﾄﾞが有効になっていると、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰのｶｯﾌﾟ
の高さが調整されます。
この機能が有効になっていると、高さは手動で調整
できません。調整ﾎｲｰﾙは表示されなくなります。

ﾎﾞﾀﾝの入れ替え
2つの飲料ﾎﾞﾀﾝが入れ替わります。
	✻ 飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁ
	✻ ｢ﾎﾞﾀﾝの入れ替え」ﾊﾟｯﾄﾞをﾀｯﾁ
	✻ 入れ替える飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁ

S/M/Lは有効である必要があ
ります。 
w ｼｽﾃﾑを介してｶｯﾌﾟを設定 
w ｶｯﾌﾟ検知  
76ﾍﾟｰｼﾞ
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4.5	 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ

操作要素

ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄ（゙ｾﾙﾌｻｰﾋﾞｽ）
ｾﾙﾌｻｰﾋﾞｽﾓｰﾄﾞのために、いくつかの機能を無効にす
ることができます。
無効にしておくと、この機能と該当するﾊﾟｯﾄﾞが画面
に表示されません。
選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

ｾﾙﾌｻｰﾋﾞｽﾓｰﾄﾞを有効にすると、直ちに以下のように
設定されます。
•	 ﾊﾞﾘｽﾀﾊﾟｯﾄ ：゙無効
•	 ﾎｯﾄﾘﾝｽﾊﾟｯﾄ ：゙無効
•	 栄養成分情報：有効
•	 ﾒﾆｭｰﾊﾟｯﾄ ：゙無効
•	 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ：無効
•	 ｴﾗｰ表示：無効
•	 ｶｯﾌﾟｻｲｽﾞ調整：無効
•	 言語ﾌﾟﾚ選択：有効
•	 ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充：無効
•	 飲料ﾌﾟﾚｾﾚｸｼｮﾝ：無効
•	 飲料のｷｬﾝｾﾙ：無効

ﾊﾞﾘｽﾀﾊﾟｯﾄﾞ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 有効

有効 供給可能になるとﾊﾟｯﾄﾞが表示されます。

DI_bedien

操作要素

DS_04_05_01

ﾊﾞﾘｽﾀﾊﾟｯﾄﾞ  
55ﾍﾟｰｼﾞ
ﾎｯﾄﾘﾝｽﾊﾟｯﾄﾞ  
56ﾍﾟｰｼﾞ
栄養成分情報  
56ﾍﾟｰｼﾞ
ﾒﾆｭｰﾊﾟｯﾄﾞ  
56ﾍﾟｰｼﾞ
ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ  
56ﾍﾟｰｼﾞ
ｴﾗｰ表示  
57ﾍﾟｰｼﾞ
ｶｯﾌﾟｻｲｽﾞ調整  
57ﾍﾟｰｼﾞ
言語ﾌﾟﾚ選択  
57ﾍﾟｰｼﾞ
ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充  
58ﾍﾟｰｼﾞ
飲料ﾌﾟﾚｾﾚｸｼｮﾝ  
59ﾍﾟｰｼﾞ
飲料のｷｬﾝｾﾙ  
59ﾍﾟｰｼﾞ
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ﾎｯﾄﾘﾝｽﾊﾟｯﾄﾞ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 有効

有効 供給可能になるとﾊﾟｯﾄﾞが表示されます。

栄養成分情報
飲料毎の材料および栄養成分値情報の表示。
選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

ﾒﾆｭｰﾊﾟｯﾄﾞ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 有効

有効 ﾒﾆｭｰﾊﾟｯﾄﾞにﾀｯﾁすると、ﾒﾆｭｰﾊﾟｯﾄﾞが直ち
に反応します。

無効 何もないところを二回押すとﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻
ります。

ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

有効 供給可能になるとﾊﾟｯﾄﾞが表示されます。

栄養成分情報を更新する  
w ｼｽﾃﾑ  
w 栄養成分情報  
75ﾍﾟｰｼﾞ
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ｴﾗｰ表示
ｴﾗｰはﾊﾟﾈﾙのﾍｯﾀﾞｰにおいて、様々な色で通知され
ます。
選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 有効

有効 ｴﾗｰはﾃｷｽﾄでﾊﾟﾈﾙ上に表示されます。

ｶｯﾌﾟｻｲｽﾞ調整
自由なｶｯﾌﾟ容量の選択を、操作ｵﾌﾟｼｮﾝで有効にで
きます。
ｶｯﾌﾟ容量は飲料選択の前に、使用するｶｯﾌﾟｻｲｽﾞに
適合させることができます。
選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ上のｶｯﾌﾟを右にずらすと、ｶｯﾌﾟ容量が増加
し、左にずらすとｶｯﾌﾟ容量が減少します。
ｶｯﾌﾟ容量はﾊﾟｰｾﾝﾄ単位で表示されます。
ﾚｷﾞｭﾚｰﾀは中央 設定どおり100 %
ﾚｷﾞｭﾚｰﾀは左端 50 %減少
ﾚｷﾞｭﾚｰﾀは右端 50 %増加

言語ﾌﾟﾚ選択
飲料設定について、言語と国旗のﾌﾟﾚ選択を可能 
にするかどうか、ここで設定します。「言語ﾌﾟﾚ選
択」はここで有効にするか、ｷｰﾚｲｱｳﾄ「SB+ﾌﾗｸﾞ」 
の選択により有効化可能です。
選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

100 %

この機能はS/M/Lﾌﾟﾚ選択が有
効の場合一緒には使用できま
せん。

ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ「SB+ﾌﾗｸﾞ」  
w ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ  
58ﾍﾟｰｼﾞ
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ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充
この機能はﾐﾙｸｼｽﾃﾑを満ﾀﾝにします。ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充は
ここで有効にできます。
選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

有効 ｴﾗｰはﾃｷｽﾄでﾊﾟﾈﾙ上に表示されます。

ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ
種々の標準ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄがここに保存されており、 
選択できるようになっています。

ﾎﾟｽﾄｾﾚｸｼｮﾝ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

有効 飲料の選択後、ｺｰﾋｰのﾀｲﾌﾟと飲料ｻｲｽﾞを選
択できます。
ｺｰﾋｰのﾀｲﾌﾟの名称とｻｲｽﾞは変更できます。

（ｺｰﾋｰのﾀｲﾌﾟとS/M/L）。
選択ｵﾌﾟｼｮﾝは各種装備により異なります。

•	 ｻｲｽﾞ 1、2、3
•	 ﾎﾟｰｼｮﾅｰ 1、2、3
•	 ﾐﾙｸ種類
•	 ｼﾛｯﾌﾟ 1、2、3、4（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

ｾﾙﾌｻｰﾋﾞｽﾓｰﾄﾞのために、いくつかの機能を無効にす
ることができます。
無効にしておくと、機能と該当するﾊﾟｯﾄﾞが画面に表
示されません。

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充  
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
45ﾍﾟｰｼﾞ

ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ

DS_04_05_02

ﾎﾟｽﾄｾﾚｸｼｮﾝ

DS_04_05_03

ﾎﾟｽﾄｾﾚｸｼｮﾝ機能に使用する
ｵﾌﾟｼｮﾝをﾒﾆｭ「ーｼｽﾃﾑ」で有効に
します。
ｼｽﾃﾑ  
w 69ﾍﾟｰｼﾞ
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ｶﾌｪｲﾝﾌﾘｰ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

ﾃﾞｶﾌｪ係数
ここでﾃﾞｶﾌｪ係数を入力します。
ﾃﾞｶﾌｪ（ﾃﾞｶﾌｪのｺｰﾋｰ）のｺｰﾋｰ粉の量は、ﾚｼﾋﾟに設定
されているｺｰﾋｰ粉の量に対する割合で設定します。
この設定はあらかじめ「ﾃﾞｶﾌｪ」を設定すると、全て
のｺｰﾋｰ飲料に対して有効となります。
設定範囲： -25 %から15 %

標準値： 10 %

飲料ﾌﾟﾚｾﾚｸｼｮﾝ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

有効 事前に選択された飲料はさらに押さなくて
も供給されます。
ﾍｯﾄﾞﾗｲﾝには「飲料ﾌﾟﾚ選択有効」と表示さ
れます。

飲料のｷｬﾝｾﾙ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

有効 飲料ﾎﾞﾀﾝを再度押すと、飲料供給を中断で
きます。

ｶﾌｪｲﾝﾌﾘｰ

DS_04_05_05

ﾃﾞｶﾌｪ係数を15 %にした場合、 
例えばｶﾌｪｸﾚｰﾑの作成ではﾃﾞ 
ｶﾌｪ機能により、挽いたｺｰﾋｰを
15 %増量して抽出されます。

飲料ﾌﾟﾚｾﾚｸｼｮﾝ

DS_04_05_06
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ﾛｺﾞ

ﾒｰｶｰのﾛｺﾞ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 有効

有効 ﾒｰｶｰﾛｺﾞは準備完了ﾊﾟﾈﾙの右上に表示され
ます。

お客様のﾛｺﾞ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

有効 ｵﾌﾟｼｮﾝが「有効」に設定されており顧客ﾛｺﾞ
が読み込まれている場合、顧客ﾛｺﾞは運転
準備完了時にﾍｯﾄﾞﾗｲﾝ中央に表示されます。
自動販売機と接続されている場合、顧客ﾛｺﾞ
が左に表示されます。この場合、ﾛｺﾞを両方
表示することはできません。

お客様のﾛｺﾞをﾛｰﾄﾞ
顧客ﾛｺﾞ入りの USB ｽﾃｨｯｸを挿し込みます。顧客ﾛｺﾞ
を読み込みます。

顧客ﾛｺ（゙大）
ﾛｺﾞは最大 80 ﾋﾟｸｾﾙまで許容されます。それより大
きいﾛｺﾞは自動でこの大きさにｻｲｽﾞ変更されます。
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4.6	 ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾒﾆｭｰの選択ｵﾌﾟｼｮﾝは以下の通りです。

前回の抽出
前回の抽出に関するｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ。

ﾀｲﾏｰ
1週間のﾀｲﾏｰ設定が呼び出されます。ここにはすべ
てのｽｲｯﾁｵﾝ・ｵﾌ時刻が表示されます。

ｻｰﾋﾞｽ
WMF ｻｰﾋﾞｽの連絡先。
ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ。

ｶｽﾀﾏｰｹｱ
ｺｰﾋｰﾏｼﾝのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから行ったｸﾘｰﾆﾝｸﾞとｶｽﾀﾏｰｹｱの
記録が表示されます。

浄水ﾌｨﾙﾀとｶﾙｷ除去
浄水ﾌｨﾙﾀｰの残り容量と次回ｶﾙｷ抜きのﾀｲﾐﾝｸﾞの
ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝが表示されます。

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
ｺｰﾋｰﾏｼﾝ操作中やｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中のｲﾍﾞﾝﾄとｴﾗｰの
ｼﾞｬｰﾅﾙ。

DI_info

前回の抽出

DS_04_06_01

ﾀｲﾏｰ

DS_04_06_02

ｻｰﾋﾞｽ

DS_04_06_03

ｶｽﾀﾏｰｹｱ

DS_04_06_04

ﾌｨﾙﾀとｶﾙｷ除去

DS_04_06_05

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

DS_04_06_06
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4.7	 会計

ｶｳﾝﾀｰ
供給されたそれぞれの飲料のｶｳﾝﾀｰと合計飲料数
が表示されます。
ｼﾞｬｰﾅﾙはUSB出力によって読みだすことができ 
ます。

飲料 1 2 3 4
2 ｴｽﾌﾟﾚｯｿ ﾏｯｷｬｰﾄ 2 2 2 2
ｴｽﾌﾟﾚｯｿ 1 1 1 1
ｴｽﾌﾟﾚｯｿ ﾏｯｷｬｰﾄ 1 1 1 1

会計
DI_abr

ｶｳﾝﾀｰ

DI_04_07_00

標準設定
ｶｳﾝﾀｰ 1 ～ 4 ＝ 連続ｶｳﾝﾀｰ

各ｶｳﾝﾀｰを個別にﾏﾆｭｱﾙでﾘｾｯﾄ可能です。
（例：ｶｳﾝﾀｰ 1 ＝ 毎日、ｶｳﾝﾀｰ 2 ＝ 毎週）

 

自動販売機
自動販売機として使用する際の取扱説明書を参照
してください。

外部会計
ｳｪｲﾀｰ会計取扱説明書を参照してください。

DI_abr

ｶｳﾝﾀｰ

DS_04_07_01

ﾋﾝﾄ
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無料設定
無料設定は請求単位ｵﾌﾟｼｮﾝと併せて使用可能 
です。

すべて無料

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

飲料は無料

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ表示
「すべて割引」が有効の設定になっている場合、こ
こにﾃｷｽﾄを表示できます。（例：「割引」）。入力された
ﾃｷｽﾄはﾍｯﾄﾞﾗｲﾝに表示されます。

飲料ﾎﾞﾀﾝ表示
「すべて割引」が有効の設定になっている場合、こ
こに飲料ﾎﾞﾀﾝ用ﾃｷｽﾄを表示できます。

4.8	 PIN権限
下記のｴﾘｱではPINｺｰﾄﾞを設定できます。
•	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
•	 設定
•	 会計

PINには序列が設けられています。
例えば、設定PINはｸﾘｰﾆﾝｸﾞPINも兼ねますが、 
会計PINとしては無効です。

無料設定

DS_04_07_02

DI_pin
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PINを割り当てないｴﾘｱは、PIN入力なしでｱｸｾｽ可能
です。PINを割り当てたﾚﾍﾞﾙには、PIN入力なしでは
ｱｸｾｽできません。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞPIN
有効なPIN入力すると、次の項目にｱｸｾｽできます：

DI_pfege

ｶｽﾀﾏｰｹｱ

設定PIN
有効なPIN入力すると、次の項目にｱｸｾｽできます：

DI_pfege

ｶｽﾀﾏｰｹｱ
DI_timer

ﾀｲﾏｰ 
DI_getr

飲料
DI_system

ｼｽﾃﾑ
DI_bedien

操作ｵﾌﾟｼｮﾝ
DI_sprache

言語
DI_abr

会計（「削除」なし）
DI_usb

USB

会計PIN
有効なPIN入力すると、次の項目にｱｸｾｽできます：

DI_pfege

ｶｽﾀﾏｰｹｱ
DI_pin

PIN 
DI_getr

飲料
DI_timer

ﾀｲﾏｰ 
DI_bedien

操作ｵﾌﾟｼｮﾝ
DI_system

ｼｽﾃﾑ
DI_abr

会計（「削除」あり）
DI_sprache

言語
DI_usb

USB

新しいPINを入力
ｱｸｾｽ許可用 PIN が割り当てられたら、ここに PIN 番
号を入力して新しい PIN を発行します。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

DS_04_07_03

設定

DS_04_07_04

会計

DS_04_07_05

会計 PIN を使用して他の PIN 番
号を両方変更できます。会計 PIN 
を忘れた場合、ｻｰﾋﾞｽ担当者によ
ってのみ PIN をﾘｾｯﾄ可能です。

新しいPINを入力

DS_04_07_06

DI_service-pin
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4.9	 ﾀｲﾏｰ

時刻/日付
ここでは現在の日付と時刻を設定します。

ﾀｲﾏｰ
ここで、ﾀｲﾏｰ機能をｵﾝ・ｵﾌを切り替えられます。
選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 有効

有効 ﾀｲﾏｰの切り替え時間が有効になっています。

無効 ﾀｲﾏｰの切り替え時間は作動しません。

ﾀｲﾏｰ予定表とﾀｲﾏｰの設定
すべてのｵﾝ・ｵﾌ時刻の概要 。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

00:00
01:00
02:00
03:00
04:00
05:00
06:00
07:00
08:00
09:00
10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00
18:00
19:00
20:00
21:00
22:00
23:00

ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ     ｴｺﾓｰﾄﾞ     ﾀｲﾏｰ         

ﾀｲﾏｰ
DI_timer

ﾀｲﾏｰの概要

07:00
17:00

07:00
17:00

07:00
17:00

07:00  17:00 07:00  17:0007:00...
ｾﾙﾌ 

ｻｰﾋﾞｽ

07:00...
ｾﾙﾌ 

ｻｰﾋﾞｽ

07:00...
ｾﾙﾌ 

ｻｰﾋﾞｽ

07:00...
ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ

07:00...
ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ

07:00  
15:00

07:00  
15:00

07:00  
15:00

07:00 17:00 07:00 17:00 

DI_04_09_00

DI_timer

時刻／日付

DS_04_09_01

ﾀｲﾏｰ

DS_04_09_04

ﾀｲﾏｰの概要

DS_04_09_05

ｽｲｯﾁを入れる時間の変更は日別
表示でのみ可能です。
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ﾀｲﾏｰ削除
削除ﾏｰｸで、あらかじめﾏｰｷﾝｸﾞしていたﾀｲﾏｰを削除
できます。

ﾀｲﾏｰ日別概要
日間・週間予定表を切り替えます。日別概要には、 
当日のｽｲｯﾁを入れる時刻が表示されます。

ﾀｲﾏｰの入る時間を設定
ﾀｲﾏｰを介してｽｲｯﾁを入れられる以下の機能があり
ます。
•	 ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ
•	 ｴｺﾓｰﾄﾞ
•	 ｵﾝ/ｵﾌﾀｲﾏｰ
•	 AutoCleanｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ｽｲｯﾁの入る時間の変更は過去に遡って適用
はされず、変更を行った日時以降にのみ適用
されます。
 

	✻ 希望するﾀｲﾏｰの機能を選択します
	✻ 1日または複数の日にちを選択します
	✻ ﾀｲﾏｰ ｽｲｯﾁ時間を設定します

ｽｲｯﾁを入れる時間はあらかじめ選択された日にち
に対して設定されます。
確定後は設定された切り替え時間による週間予定
表が表示されます。個々の時刻はこの週間予定表の
中で任意に変更できます。

注意事項
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AutoCleanｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効
標準値： 有効

有効 AutoCleanｸﾘｰﾆﾝｸﾞが「有効」に設定され 
ている場合、AutoCleanのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ時間を 
設定できます。ｸﾘｰﾆﾝｸﾞが自動開始する
ﾀｲﾐﾝｸﾞが設定されます。

ﾏｼﾝがｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後ｽｲｯﾁを切るか、徹底ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
を開始するか選択します。また、ﾐﾙｸ飲料が徹底
ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ完了後に解除されるかが設定され 
ます。

>	 所定の稼働日に対するｵﾝ/ｵﾌﾀｲﾏを作成し
ます。

>	 この期間とｸﾘｰﾆﾝｸﾞを組み合わせます。

例：営業時間 月～金 8時～18時。
>	 ｵﾝ/ｵﾌﾀｲﾏｰとｸﾘｰﾆﾝｸﾞを7：30～18：30に設

定します。
1日以上運転しない期間が続く場合にはその
前に徹底ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞを設定することをおす
すめします。
 

ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

有効 ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄをﾀｲﾏｰによって自動的に割り当て
ることができます。 

ﾋﾝﾄ
安全上の注意 ｶｽﾀﾏｰｹｱに注意  
w  83ﾍﾟｰｼﾞ
安全性と保証  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ

ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ

DS_04_09_06
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ｴｺﾓｰﾄﾞ
ここでは、ｴｺﾓｰﾄﾞのﾀｲﾏｰ時間を設定可能にするかを
設定します。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効
標準値： 無効

ｻﾏｰﾀｲﾑ
ここでは、ｻﾏｰﾀｲﾑに自動で切り替えるかを設定でき
ます。
ﾃﾚﾒﾄﾘｰﾓｼﾞｭｰﾙが取り付けられていなければ、ﾒﾆｭｰを
利用できます。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効
標準値： 無効

時刻帯
ここではﾀｲﾑｿﾞｰﾝを設定できます。

ｴｺﾓｰﾄﾞ

DS_04_09_07

ｻﾏｰ ﾀｲﾑ

DS_04_09_02

時刻帯

DS_04_09_03



69取扱説明書 WMF 1500 S +

ｿﾌﾄｳｪｱ | ｼｽﾃﾑ

4.10	 ｼｽﾃﾑ

ｸｰﾗｰ

ﾐﾙｸ保管温度
ﾐﾙｸ保管温度はここで入力します。
ｶｯﾌ ・゚ｱﾝﾄ ・゙ｸｰﾙの使用時、例は 10 ℃以下。

ｶﾗ表示
（ｶﾗの警告機能を搭載したｸｰﾗｰが必要）

ﾐﾙｸが空になった時に通知を起こすかをここで設定
します。
空になった時の通知は、飲料ﾛｯｸと関連づけられま
す。これは特にｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄﾞで重要です。支払われ
たばかりの飲料の完全な供給が保証されます。

温度ｾﾝｻｰ
（ｾﾝｻｰを搭載したｸｰﾗｰが必要）

ﾐﾙｸ温度が測定されます。

DI_system

ｸｰﾗｰ

DS_04_10_01

温度監視付
ｶｯﾌ ・゚ｱﾝﾄ ・゙ｸｰﾙｵﾌﾟｼｮﾝで可能
です。
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品質ﾁｪｯｸ（ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ）
ﾐﾙｸｼｽﾃﾑでのﾐﾙｸ温度変更、ﾐﾙｸﾌｫｰﾑ量変更、ﾐﾙｸﾌｫｰﾑ
品質変更が外的に影響することがあります。

「品質ﾁｪｯｸ」ﾒﾆｭｰで基本設定を再度行えます。
	✻ 青いｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾎｯﾊﾟｰに冷水を満たす
	✻ ﾐﾙｸﾌｫｰﾑをつなげる
	✻ 容量が 500 ml の計量ｶｯﾌﾟを供給口に置く
	✻ ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝを開始する
	✻ 500 ml（+/- 20 ml）の計量ｶｯﾌﾟがいっぱいになっ
たら、ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝは停止する

ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： ﾗｲﾝ、ｻｰｸﾙ、ｵﾌ

標準値： ﾗｲﾝ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲと照明

照明
点灯色はここで設定します。
ｶﾗｰｻｰｸﾙの三角形で希望の色を設定してください。 
RGB数値による色の設定も可能です。
その他の選択ｵﾌﾟｼｮﾝ：
•	 色の変更 ゆっくり
•	 色の変更 標準
•	 色の変更 速く
•	 ｵﾌ
ただちに現在の設定が表示されます。

供給可能の場合の照明
•	 側板 標準色

品質ﾁｪｯｸ

DS_04_10_13

ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

DS_04_10_02

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲと照明

DS_04_10_03
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ｲﾍﾞﾝﾄの表示（通知）

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

有効 ﾒｯｾｰｼﾞ表示中、照明の調整ができます。

ﾒｯｾｰｼ（゙ｲﾍﾞﾝﾄ）の照明
•	 ｲﾍﾞﾝﾄ ｶﾗｰ側板

ﾊﾟﾈﾙの照度
ﾊﾟﾈﾙの照度はここで設定します。

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ照度は自動的に減少

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 有効

有効 照度減少が「有効」になっていると、飲料供
給から5分後にﾊﾟﾈﾙ照度が自動的に減少し
ます。
ﾊﾟﾈﾙの照度が暗くなっている状態でﾊﾟﾈﾙに
一度ﾀｯﾁすると、再び選択された照度に戻り
ます。その後もう一度飲料供給ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁす
ると、その飲料の供給が始まります。
 

ﾀｯﾁ ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ
ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙのｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝを新たに行います。

ﾊﾟﾈﾙの背景
ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙのｶﾗｰﾃﾞｻﾞｲﾝを設定できます。

ｺｰﾋｰ豆が空になっているという
ﾒｯｾｰｼﾞなど。
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飲料：文字 + 色
ここで、文字ｻｲｽﾞと色の変更を設定できます。
選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

浄水ﾌｨﾙﾀｰ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

有効 浄水ﾌｨﾙﾀが取り付けられています。ﾌｨﾙﾀの
容量と水の硬度の入力が必要です。

硬度の計測
測定した水の硬度を°dKH単位で入力します。
炭酸硬度ﾃｽﾄｷｯﾄはｱｸｾｻﾘと共に送られます。

水の硬度を不適切に設定してｺｰﾋｰﾏｼﾝを運転
すると、多くのｶﾙｷが発生し、ﾊﾞﾙﾌﾞの密閉性が
失われるおそれがあります。
これにより損害が生じても保証は適用されま
せん。
 

水硬度測定
	✻ 飲料水の水の硬度は、水道事業者に照会するか、
付属品にあるWMF 炭酸硬度ﾃｽﾄ（説明書付き）を
使用して検出する

浄水ﾌｨﾙﾀｰ

DS_04_10_04

注意事項
弊社は原則浄水ﾌｨﾙﾀｰの使用を
推奨しております。適切な浄水
ﾌｨﾙﾀｰの選択につきましては、担
当のWMFｻｰﾋﾞｽﾊﾟｰﾄﾅｰがご相談
に応じます。

注意事項



73取扱説明書 WMF 1500 S +

ｿﾌﾄｳｪｱ | ｼｽﾃﾑ

総硬度の計測
ここには総硬度を入力します。

ﾌｨﾙﾀ容量
ﾌｨﾙﾀｰ範囲（単位： ﾘｯﾄﾙ）はここで入力します。

ｴｺﾓｰﾄﾞ
ここではｴｺﾓｰﾄﾞを有効にできます。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

ｽｲｯﾁ ｵﾌ
ｵﾌﾟｼｮﾝ。なし �30 min/60 min/90 min/120 min/ 

150 min/180 min 不可。
標準値：いいえ

温度
ここではﾎﾞｲﾗｰの水温を設定します。
（ｺｰﾋｰ抽出水温度）

ｴｺﾓｰﾄﾞ

DS_04_10_05

w ｴｺﾓｰﾄﾞ  
80ﾍﾟｰｼﾞ

温度

DS_04_10_09
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凍結防止/輸送準備
ここでﾎﾞｲﾗｰ給水ｼｽﾃﾑの部分的な排出のﾙｰﾁﾝが始
まります。
部分的な排出作業は、特に冬の時期に運送業者や
宅配業者による輸送を行う前に必要で、損害を防ぐ
ことにつながります。

挽き目設定
挽き目はﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ上で設定します。 
•	 挽き目ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ 1
•	 挽き目 ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ 2
小さい値 -> 細挽き
高い値 -> 粗挽き
0.25ごとに設定可能です。
設定ごとに最大で半分の挽き目を設定できます。 
各設定を終えたら豆挽きを行います。
教育を受けた専門社員およびｻｰﾋﾞｽ担当者のみ使
用可能。

ﾎﾟｰｼｮﾅｰ
ここでは使用する豆とﾊﾟｳﾀﾞｰの種類の名前を記録
します。
通常、ここではｴｽﾌﾟﾚｯｿとｶﾌｪ ｸﾚｰﾑが対象です。

Bluetooth（ｵﾌﾟｼｮﾝ）
この機能ではｵﾌﾟｼｮﾝのWMF Bluetoothｽﾃｨｯｸが必
要です。
選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

	✻ Bluetoothはここで有効にします
	✻ 操作ﾊﾟﾈﾙを開く
	✻ WMF Bluetoothｽﾃｨｯｸを操作ﾊﾟﾈﾙの背面に挿し
込む
	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、再び入れる

凍結防止/輸送準備

DS_04_10_10

挽き目設定

DS_04_10_07

ﾎﾟｰｼｮﾅｰ

DS_04_10_11

2基のｸﾞﾗｲﾝﾀﾞ-と1基の
ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰを備えているﾏｼﾝで
有効です。

Bluetooth

DS_04_10_14
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S‑M‑L機能
ここではS‑M‑L機能が有効です。
ﾏｰｸとﾃｷｽﾄは変更できます。飲料ｻｲｽﾞは標準ｻｲｽ（M）
を基本にしますが変更可能です。
選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 有効 •	 無効

標準値： 無効

ｽﾓｰﾙ
新たに有効にするSｻｲｽﾞの飲料ﾚｼﾋﾟのﾃﾞﾌｫﾙﾄ変更
係数。
標準値：75 %

ﾗｰｼﾞ
新たに有効にするLｻｲｽﾞの飲料ﾚｼﾋﾟのﾃﾞﾌｫﾙﾄ変更
係数。
標準値：125 %

ｼﾛｯﾌ（゚ｵﾌﾟｼｮﾝ）
ここでは、ｼﾛｯﾌﾟに名前を付けて、ﾏｰｸを割り当てるこ
とができます。
さらに、注ぐ量の選択を有効にできます

（ｼﾝｸﾞﾙ、ﾀﾞﾌﾞﾙ、大）。

栄養成分情報
ここではｸﾞﾗｲﾝﾀﾞ、ﾎﾟｰｼｮﾅｰ、ﾐﾙｸ、ﾐﾙｸﾌｫｰﾑ毎に栄養
成分値および材料に関する詳細情報が記録され 
ます。
概要が確認できます。

S-M-L

DS_04_05_04

ｶｯﾌﾟ容量 S/M/L  
w ｿﾌﾄｳｪｱ  
w 飲料  
46ﾍﾟｰｼﾞ
ﾋﾝﾄ
飲料ｻｲｽ（゙S/M/L）はﾚｼﾋﾟで定義
付けし、飲料ﾎﾞﾀﾝで直接利用可
能です。

ｼﾛｯﾌﾟ

DS_04_10_16

ｼﾛｯﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝに利用可能な詳細
設定ｵﾌﾟｼｮﾝ  
w �ｼﾛｯﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝ取扱説明

栄養成分情報

DS_04_10_12
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ｶｯﾌﾟ検出（ｵﾌﾟｼｮﾝ）
ｶｯﾌﾟのｾﾝｻｰが供給口下に容器があるかを検知し、
その高さを計算します。

供給位置の訂正

設定範囲： －20 mm ～ +60 mm
－	� g ｶｯﾌﾟとの距離が小さくなります
+	� g ｶｯﾌﾟとの距離が大きくなります

刻み： 5 mm
標準： 距離：10 ～ 15 mm

許容ｶｯﾌﾟ高さ
S/M/Lが無効になっている飲料のｶｯﾌﾟの高さの許
容範囲はここで調整します。

高さはﾚｼﾋﾟの飲料ﾒﾆｭｰで設定されます。ここで設 
定される許容範囲は、飲料が供給されるこの高さ 
を正確に指定するものです。
そのため、ここには必要な許容範囲が入力され 
ます。
設定範囲： 0 mm ～ ±30 mm

刻み： 約 7.5 mm

ｶｯﾌﾟ検出

DS_04_10_15
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ﾓｰﾄﾞ
4種類のﾓｰﾄﾞをここで設定します。

ｵﾌ
機能は無効になっています。

存在検知
ｶｯﾌﾟのｾﾝｻｰがﾉｽﾞﾙ下に容器があるかを検知します。
飲料が選択されると、ﾉｽﾞﾙが自動で選択した飲料に
設定した高さまで移動します。

ｵﾌｨｽ - ｶｯﾌﾟの高さに移動
ｶｯﾌﾟのｾﾝｻｰが供給口下に容器があるかを検知し、 
その高さを計算します。続いて、ﾉｽﾞﾙが設定した
ｶｯﾌﾟの上部縁までのｷﾞｬｯﾌﾟになるまで移動します。

ｻｲｽﾞの事前選択
ｶｯﾌﾟのｾﾝｻｰが供給口下に容器があるかを検知し、
その高さを計算します。この値に基づき、該当する
飲料のみがﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示されます。有効なS/M/L
のﾌﾟﾚ選択でｾﾝｻｰがこのﾌﾟﾚ選択を適用します。

ｻｲｽﾞ設定S/M/L
「ｻｲｽﾞﾌﾟﾚ選択」ﾓｰﾄﾞ
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲには現在置かれているｶｯﾌﾟがﾏｰｸで表示
されます。
さらに、飲料ｻｲｽﾞごとに最小設定ｶｯﾌﾟと最大設定
ｶｯﾌﾟが表示されます。

水平ﾗｲﾝの両方が飲料ｻｲｽﾞ間の境界を表してい 
ます。
矢印ﾏｰｸで、このﾗｲﾝをずらすことができます。

ｶｯﾌﾟ高さ設定  
w ｿﾌﾄｳｪｱ  
w 飲料  
53ﾍﾟｰｼﾞ

ｶｯﾌﾟ検出
ｶｯﾌﾟまたはﾏｸﾞを提案してください

M/L

S/M

ｻｲｽﾞ 1

ｻｲｽﾞ 2 

ｻｲｽﾞ 3

現在

ｶｯ
ﾌﾟ

高
さ

140

130

120

110

100

90

DI_04_10_00
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ｶｯﾌﾟｻｲｽﾞを削除
	✻  をﾀｯﾁする
	✻ 希望するｻｲｽﾞか、または「全ｻｲｽﾞ」を選択します

選択された項目が削除されます。
ｶｯﾌﾟのｻｲｽﾞが削除されます。

ｶｯﾌﾟのｻｲｽﾞを追加
	✻ 新たなｻｲｽﾞのｶｯﾌﾟを置きます
	✻ 希望するｻｲｽ（゙S/M/L）を指定します
	✻  をﾀｯﾁする

顧客のﾀﾝﾌﾞﾗｰ
このｵﾌﾟｼｮﾝは、SBﾓｰﾄﾞで顧客が再利用可能な
ﾀﾝﾌﾞﾗｰを使えるようにするものです。

「顧客のﾀﾝﾌﾞﾗｰ」が有効になっていると、開始画面
が変わります。
ここではｶｯﾌﾟ検知ﾒﾆｭｰで開始画像を希望のものに
設定できます。

「持込ｶｯﾌﾟ」の使用
	✻  持込ｶｯﾌﾟ  をﾀｯﾌﾟします

飲料選択ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲが表示されます。
	✻ 希望する飲料を選びます

希望する飲料のｻｲｽﾞを尋ねられます。
	✻ 適切な飲料ｻｲｽﾞを選択します

飲料が供給されます。

「店舗ｶｯﾌﾟ」の使用
	✻  店舗ｶｯﾌﾟ  をﾀｯﾌﾟします

飲料選択ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲが表示されます。
	✻ 希望する飲料を選びます

ｶｯﾌﾟｾﾝｻｰは置かれたﾀﾝﾌﾞﾗｰｻｲｽﾞを自動で検知し、
飲料がS/M/L設定に対応して指定されます。

飲料のｻｲｽﾞ表記変更  
w ｼｽﾃﾑ  
w S/M/L  
75ﾍﾟｰｼﾞ

5000 S+

持込ｶｯﾌﾟ 店舗ｶｯﾌﾟ

DI_04_10_01

顧客のﾀﾝﾌﾞﾗｰを使う場合の開
始画像

5000 S+

ｽﾓｰﾙ ﾗｰｼﾞ Maxi

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ

DI_04_10_03

飲料ｻｲｽﾞのﾌﾟﾚ選択
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ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ

ﾘﾓｰﾄｱｸｼｮﾝ
WMF Coffee Connectで送られたﾊﾟｯｹｰｼﾞ ﾒﾃﾞｨｱが
直接ｲﾝｽﾄｰﾙされていない場合は、ここで後から実行
できます。

ｽﾏｰﾄﾘﾓｰﾄ
WMFｻｰﾋﾞｽはｽﾏｰﾄﾘﾓｰﾄを有効化できます。その後、
この機能をここで有効化できます。

4.11	 言語
ﾊﾟﾈﾙ上で使用する言語を設定します。
使用できる言語が英語で表示されます。

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ

DS_04_10_17

DI_sprache
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4.12	 ｴｺﾓｰﾄﾞ
ｴｺﾓｰﾄﾞが「有効」になっているとき、最終の飲料供給
終了から10分後にｽﾁｰﾑﾎﾞｲﾗｰの温度が下がります。
飲料ﾎﾞﾀﾝは点灯したままです。
温度が下がっている状態でﾐﾙｸ入り飲料を供給する
ときは、ｺｰﾋｰﾏｼﾝ加熱のために15秒間ほど必要にな
ります。
飲料作成は加熱の後に始まります。

ｴｺﾓｰﾄﾞ
選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •	 ｵﾝ •	 ｵﾌ •	 ﾀｲﾏｰ

標準値： ｵﾌ

ここではｴｺﾓｰﾄﾞを有効にできます。

ｴｺﾓｰﾄﾞ表示
供給可能表示では、ﾍｯﾀﾞｰにｴｺﾓｰﾄﾞのｱｲｺﾝが表示さ
れます。
2つのｽﾃｰﾀｽがあります。

ｴｺﾓｰﾄ「゙有効」
ｺｰﾋｰﾏｼﾝは現在温度低下段階にあります。

ｴｺﾓｰﾄ「゙ﾚﾃﾞｨ」
ｴｺﾓｰﾄﾞは待機時間に応じて制御され、最後に飲料
供給してから10分後に有効になります。

ｸｲｯｸｽﾀｰﾄ
ｴｺﾓｰﾄﾞ設定が「有効」である場合には、ｴｺﾓｰﾄﾞの
ｱｲｺﾝが供給可能表示に表示されます。

ｱｲｺﾝにﾀｯﾁする場合、ｴｺﾓｰﾄﾞがすぐに有効になり 
ます。
ｱｲｺﾝが「有効」に切り替わります。

DI_eco

w ｴｺﾓｰﾄﾞ  
73ﾍﾟｰｼﾞ

DI_eco
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4.13	 USB
USB接続口からはﾃﾞｰﾀの交換が可能です。 
USBｽﾃｨｯｸが差し込まれると、機能がすぐに有効に
なります。
USB接続口は操作ﾊﾟﾈﾙ裏側の左上の、ｶﾊﾞｰの背後
にあります。

ﾚｼﾋﾟをﾛｰﾄﾞする
ここでは、USBｽﾃｨｯｸに保存されているﾚｼﾋﾟが
ｺｰﾋｰﾏｼﾝにﾛｰﾄﾞされます。

飲料のﾏｰｸをﾛｰﾄﾞする
USBｽﾃｨｯｸから飲料の写真またはﾏｰｸを読み込み 
ます。

ﾚｼﾋﾟの保存
ここではｺｰﾋｰﾏｼﾝの最新のﾚｼﾋﾟがUSBｽﾃｨｯｸに
ｴｸｽﾎﾟｰﾄされます。

ﾚｼﾋﾟをPDFﾌｧｲﾙとしてｾｰﾌﾞする
有効なﾚｼﾋﾟ、すべての顧客ﾚｼﾋﾟ、またはすべての工
場設定済みﾚｼﾋﾟをPDFﾌｧｲﾙとしてｴｸｽﾎﾟｰﾄできます。

ｶｳﾝﾀｰのｴｸｽﾎﾟｰﾄ
ここではｺｰﾋｰﾏｼﾝの最新のｶｳﾝﾀｰｽﾃｰﾀｽがUSBｽﾃｨｯｸ
にｴｸｽﾎﾟｰﾄされます。

DI_usb

ﾚｼﾋﾟをﾛｰﾄﾞする

DS_04_13_01

飲料のﾏｰｸをﾛｰﾄﾞする

DS_04_13_02

ﾚｼﾋﾟの保存

DS_04_13_03

ﾚｼﾋﾟをPDFﾌｧｲﾙとして 
ｾｰﾌﾞする

DS_04_13_04

ｶｳﾝﾀｰのｴｸｽﾎﾟｰﾄ

DS_04_13_05
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HACCPｴｸｽﾎﾟｰﾄ
実行されたｸﾘｰﾆﾝｸﾞはﾌﾟﾛﾄｺﾙに記録され、ここに
HACCP実施の証明としてｴｸｽﾎﾟｰﾄされます。

ﾃﾞｰﾀのﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
ここではﾏｼﾝのﾃﾞｰﾀ、飲料のﾃﾞｰﾀ等の設定ﾃﾞｰﾀが
USBｽﾃｨｯｸに保存されます。

ﾃﾞｰﾀをﾛｰﾄﾞする
ﾏｼﾝﾃﾞｰﾀや飲料ﾃﾞｰﾀなどの保存されているﾃﾞｰﾀ
は、USBｽﾃｨｯｸからｺｰﾋｰﾏｼﾝにﾛｰﾄﾞされます。

（PINで保護可能）

言語をﾛｰﾄﾞする
利用できる場合には、他のﾊﾟﾈﾙ言語をUSBｽﾃｨｯｸか
らｺｰﾋｰﾏｼﾝにﾛｰﾄﾞします。

ﾌｧｰﾑｳｪｱの更新
ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱ専用。

HACCPｴｸｽﾎﾟｰﾄ

DS_04_13_06

ﾃﾞｰﾀのﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

DS_04_13_07

ﾃﾞｰﾀをﾛｰﾄﾞする

DS_04_13_08

言語をﾛｰﾄﾞする

DS_04_13_09

ﾌｧｰﾑｳｪｱの更新

DS_04_13_10
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5	 ｶｽﾀﾏｰｹｱ
5.1	 安全上の注意事項　ｶｽﾀﾏｰｹｱ
ｺｰﾋｰﾏｼﾝが正常に作動し、ｺｰﾋｰの品質をいつでも最
適なものにするためには、定期的なｸﾘｰﾆﾝｸﾞは不可
欠となります。

健康被害のおそれ/衛生面
•	 ﾐﾙｸは非常に傷みやすい食品です。ﾐﾙｸｼｽ 

ﾃﾑの中で細菌が繁殖して健康に悪影響を
与える恐れがあります。

>	 ﾐﾙｸｼｽﾃﾑは毎日ｸﾘｰﾆﾝｸﾞしてください。
>	 さらにﾌﾟﾗｸ ・゙ｱﾝﾄ ・゙ｸﾘｰﾝを装備していない

ｺｰﾋｰﾏｼﾝでは、営業終了後、1日1回ｺﾝﾋﾞ供給
口の汚れをふき取ってください。

>	 さらにﾌﾟﾗｸ ・゙ｱﾝﾄ ・゙ｸﾘｰﾝ装備型のｺｰﾋｰﾏｼﾝ
では、営業終了後、1週間に1回ｺﾝﾋﾞ供給口
の汚れをふき取ってください。

>	 ﾐﾙｸﾎｰｽは定期的に交換してください。
>	 ﾐｷｻｰﾎｰｽは定期的に交換します。
>	 全ての衛生面の注意事項に従ってくだ 

さい。
>	 HACCPｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄに従ってください。
 

健康被害のおそれ/衛生面
•	 使用停止中のｺｰﾋｰﾏｼﾝの中で細菌が繁殖す

る恐れがあります。
>	 数日間運転を停止する場合、運転停止前と

運転再開時にすべてのｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行ってく
ださい。

 

健康被害のおそれ/衛生面
•	 すべての洗剤はｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ用に最適

に調整されています。
>	 WMFのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ剤およびｶﾙｷ除去剤だけを

使用してください。
 

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降
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健康被害のおそれ/ 
刺激・火傷のおそれあり
•	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中にｺﾝﾋﾞ供給口と熱湯の供給口か

ら高温のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液と熱湯が出ます。この
ため、供給口や、隣接ｴﾘｱの表面が高温に
なります。

•	 高温になった液体によって皮膚が刺激を
受けたり、火傷のおそれがあります。

>	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中は絶対に供給口の下に手などを
入れないでください。

>	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中は、訓練を受けていないｽﾀｯﾌや
子どもはｺｰﾋｰﾏｼﾝから距離をとるように注
意してください。

>	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞの前には、必ず「ｸﾘｰﾝﾛｯｸ」で
ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙをﾛｯｸしてください。

>	 洗剤は絶対に飲まないでください。
 

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ
ﾐﾙｸの割合を含んで飲料が 119 分全然供給 
されない場合、自動ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ ﾘﾝｽを起動して 
新しいﾐﾙｸを補充します。 
 

注意事項
•	 次にｺｰﾋｰﾏｼﾝの電源を入れる際、ﾐﾙｸが再

充填されこれを以てｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが完
了します。

 

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

注意事項

注意事項
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5.2	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ頻度の概要
ｶｽﾀﾏｰｹｱ

毎
日

毎
週

定
期

的

自
動

ﾒｯ
ｾｰ

ｼﾞ

説
明

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ w 86ﾍﾟｰｼﾞ以降

DI_pfege

x ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ O
x 徹底ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸ（゙AutoClean） O

x ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ O
x x ﾌｫｰﾏｰのﾘﾝｽ O
x ﾐｷｻｰﾘﾝｽ * O

x ｶﾙｷ除去 w 96ﾍﾟｰｼﾞ以降

x x FFC ﾌｨﾙﾀｰ交換 * O w 93ﾍﾟｰｼﾞ以降

手動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
x 操作ﾊﾟﾈﾙｸﾘｰﾆﾝｸ（゙ｸﾘｰﾝﾛｯｸ） O w 101ﾍﾟｰｼﾞ

x ｺｰﾋｰｶｽ受けのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 102ﾍﾟｰｼﾞ

x 抽出装置のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 102ﾍﾟｰｼﾞ

x 水ﾀﾝｸのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 105ﾍﾟｰｼﾞ

x ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ O w 105ﾍﾟｰｼﾞ

x ﾊｳｼﾞﾝｸﾞとｶｯﾌﾟｾﾝｻｰをｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 106ﾍﾟｰｼﾞ

x ﾐﾙｸｼｽﾃﾑをｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、ﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸ w 94ﾍﾟｰｼﾞ

x ﾐﾙｸｼｽﾃﾑをｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、ﾌﾟﾗｸﾞ&ｸﾘｰﾝ w 94ﾍﾟｰｼﾞ

x ﾐﾙｸｼｽﾃﾑをｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、ｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ w 94ﾍﾟｰｼﾞ

x ﾐﾙｸｼｽﾃﾑをｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ w 94ﾍﾟｰｼﾞ

(x) x ﾐｷｻｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ* O w 109ﾍﾟｰｼﾞ

x ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 110ﾍﾟｰｼﾞ

x ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾞ* w 111ﾍﾟｰｼﾞ

毎日 ＝最低毎日1回、必要に応じて随時
毎週 ＝毎週1回ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
定期的 ＝必要に応じて定期的に実施
自動 ＝自動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
ﾒｯｾｰｼﾞ ＝ﾊﾟﾈﾙでの通知後
(x) ＝汚れがひどい場合は毎日
* ＝ｵﾌﾟｼｮﾝ（装備により異なる）
説明 ＝ﾒﾆｭｰの説明 w 「ｿﾌﾄｳｪｱ」 w 「ｶｽﾀﾏｰｹｱ」使用可能
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5.3	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

5.3.1	 ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞは自動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ
ごとに、WMFｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄ（または液体）で
ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｺｰﾋｰｼｽﾃﾑをｸﾘｰﾆﾝｸﾞします。
ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞとﾐｷｻｰﾘﾝｽはｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞの一部で
す。ｵﾌﾟｼｮﾝのFFCは必要に応じてｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞの一
環として同様にｸﾘｰﾆﾝｸﾞされます。
合計で約10分かかります。

健康被害のおそれ/ 
刺激・火傷のおそれあり
•	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中にｺﾝﾋﾞ供給口と熱湯の供給口か

ら高温のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液と熱湯が出ます。
•	 高温になった液体によって皮膚が刺激を

受けたり、火傷のおそれがあります。
>	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中は絶対に供給口の下に手などを

入れないでください。
>	 洗剤は絶対に飲まないでください。
 

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはﾊﾟﾈﾙによってｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
の各ｽﾃｯﾌﾟをｶﾞｲﾄﾞします。
表示される通知に従ってください。
 

動画による説明  
w ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ  
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
w 説明

w �ｼﾛｯﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ手引き

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

注意事項
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ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸ（゙ﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸ）
開始
	✻ ｶｽﾀﾏｰｹｱﾒﾆｭｰを呼び出す
	✻  ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  をﾀｯﾁする

次の確認ﾒｯｾｰｼﾞが表示されます：「ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後ｽｲｯﾁ
を切りますか?」
•	  はい  を確定すると、ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁはｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後

にｵﾌになります。
•	  いいえ  で確定すると、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後にｺｰﾋｰﾏｼﾝはｵﾝ

のままになります。
	✻ 希望するｵﾌﾟｼｮﾝを選択する
	✻ ﾊﾟﾈﾙに表示される指示に従って操作

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸ（゙ﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸとﾌﾟﾗｸ ・゙ｱﾝﾄ ・゙ｸﾘｰﾝ）
ﾌﾟﾗｸ ・゙ｱﾝﾄ ・゙ｸﾘｰﾝ仕様のｺｰﾋｰﾏｼﾝでのｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
では、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞにﾌﾟﾗｸ ・゙ｱﾝﾄ ・゙ｸﾘｰﾝｱﾀﾞﾌﾟﾀｰを使用し
ます。
開始
	✻ ｶｽﾀﾏｰｹｱﾒﾆｭｰを呼び出す
	✻  ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  をﾀｯﾁする
	✻ ﾊﾟﾈﾙに表示される指示に従って操作

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中に、少量の洗浄水が
ｺｰﾋｰｶｽ受けに達することがありま
す。これは故障ではありません。
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ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸ（゙ｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ/ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ）

健康被害のおそれ/ 
火傷のおそれあり
•	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中、熱いｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液がﾎｯﾊﾟｰ内に注

がれます。
>	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾎｯﾊﾟｰはｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後に注意して中身

を空にします。
 

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾎｯﾊﾟｰは熱いままｸｰﾗｰに置いてはなり
ません。ｸｰﾗｰが破損する恐れがあります。
 

ｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ / ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ仕様のｺｰﾋｰﾏｼﾝの
ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞでは、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞに青色の特別なｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
容器が必要です。
開始
	✻ ｶｽﾀﾏｰｹｱﾒﾆｭｰを呼び出す
	✻  ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  をﾀｯﾁする
	✻ ﾊﾟﾈﾙに表示される指示に従って操作

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸ（゙AutoClean）
毎日のｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞはAutoCleanにより完全自動で
行われます。青いｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅはこの時にはもう必
要ありません。
ﾏｼﾝは必要な量のｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄを完全自動で投入
します。
	✻ ｶｽﾀﾏｰｹｱﾒﾆｭｰを呼び出す
	✻  ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  をﾀｯﾁする
	✻ ﾊﾟﾈﾙに表示される指示に従って操作

ｵﾌﾟｼｮﾝで、ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞはﾀｲﾏｰ設定が可能です。

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降

AutoCleanｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w ｿﾌﾄｳｪｱ  
w ﾀｲﾏｰ  
67ﾍﾟｰｼﾞ
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徹底ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸ（゙AutoClean）

健康被害のおそれ/ 
火傷のおそれあり
•	 ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝ ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰがｸﾘｰﾆﾝｸﾞないし

洗浄中に外されると、熱湯やｽﾁｰﾑが漏れ出
すことがあります。

>	 ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝ ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰを、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞないし
ｸｲｯｸ洗浄中に引き抜いてはいけません。

 

開始
週に一度、または休止期間が1日より長く設けられ
る場合は、徹底ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞを実施する必要があり
ます。
	✻ ｶｽﾀﾏｰｹｱﾒﾆｭｰを呼び出す
	✻  徹底ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  をﾀｯﾌﾟします
	✻ ﾊﾟﾈﾙに表示される指示に従って操作
	✻ ｺﾝﾃﾅのﾐﾙｸﾎｰｽを取り外します
	✻ ﾐﾙｸﾎｰｽをﾏｼﾝのﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝｿｹｯﾄにつなぎます

ﾏｼﾝは必要な量のｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄを完全自動で投入
します。
ｵﾌﾟｼｮﾝで徹底ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞはﾀｲﾏｰ設定が可能です。

ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝとﾐﾙｸﾎｰｽの正しい取り付け箇
所に注意してください。
 

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

注意事項
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降
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ｸｲｯｸ洗浄（AutoClean）

健康被害のおそれ/ 
火傷のおそれあり
•	 ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝ ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰがｸﾘｰﾆﾝｸﾞないし

洗浄中に外されると、熱湯やｽﾁｰﾑが漏れ出
すことがあります。

>	 ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝ ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰを、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞないし
ｸｲｯｸ洗浄中に引き抜いてはいけません。

 

週に一度、ﾐﾙｸﾎｰｽをｸｲｯｸ洗浄で洗浄してください。
	✻ ｺﾝﾃﾅのﾐﾙｸﾎｰｽを取り外します
	✻ ﾐﾙｸﾎｰｽをﾏｼﾝのﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝｿｹｯﾄにつなぎます

ｸｲｯｸ洗浄は、ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝ ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰをﾛｯｸすると自
動的に開始します。
ｸｲｯｸ洗浄が完了すると、ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝ ｿｹｯﾄのLED
が点滅します。

接続されている間は、新しいﾐﾙｸが供給される
度に、ｸｲｯｸ洗浄が実施されます。
時間：1～2分

ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝとﾐﾙｸﾎｰｽの正しい取り付け箇
所に注意してください。
 

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

ﾋﾝﾄ

注意事項
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降
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5.3.2	 ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

健康被害のおそれ/ 
火傷のおそれあり
•	 ﾘﾝｽ中はｺﾝﾋﾞ供給口から熱湯が出ます。
>	 ﾘﾝｽ中に絶対に手などを供給口の下へ入れ

ないでください。
 

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞは単独で開始できます。これはﾐﾙｸ
飲料の供給をしばらく行っていなかった時に有効
です。
ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞは、ﾐﾙｸﾎｰｽとﾐﾙｸﾉｽﾞﾙおよびｺﾝﾋﾞ供
給口をﾘﾝｽします。
	✻ ｶｽﾀﾏｰｹｱﾒﾆｭｰを呼び出す
	✻  ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  をﾀｯﾁする 
	✻ ﾊﾟﾈﾙに表示される指示に従って操作

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

動画による説明  
w ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ  
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
w 説明
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5.3.3	 ﾌｫｰﾏｰのﾘﾝｽ

健康被害のおそれ/ 
火傷のおそれあり
•	 ﾘﾝｽ中はｺﾝﾋﾞ供給口から熱湯が出ます。
>	 ﾘﾝｽ中に絶対に手などを供給口の下へ入

れないでください。
 

ﾌﾟﾗｸ ・゙ｱﾝﾄ ・゙ｸﾘｰﾝまたはｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ仕様のｺｰﾋｰﾏｼﾝ用
に、ﾐﾙｸﾌｫｰﾏｰのﾘﾝｽ機能があり、これは必要に応じて
開始できます。また、ﾐﾙｸﾌｫｰﾏｰのﾘﾝｽも自動的に行う
ことができます。最後のﾐﾙｸ飲料供給が終わって  
3 分経つと、自動で開始します。自動的にﾐﾙｸﾌｫｰﾏｰ
のﾘﾝｽが始まる前に、ﾌﾞｻﾞｰ音が鳴ります。
ﾐﾙｸﾌｫｰﾏｰのﾘﾝｽが有効になっているときは、飲料 
の入ったｶｯﾌﾟをｺﾝﾋﾞ供給口の下に置かないでく 
ださい。
	✻ ｶｽﾀﾏｰｹｱﾒﾆｭｰを呼び出す
	✻  ﾌｫｰﾏｰのﾘﾝｽ  をﾀｯﾁする
	✻ ﾊﾟﾈﾙに表示される指示に従って操作

5.3.4	 ﾌｫｰﾏｰのﾘﾝｽ（ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ）
ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ仕様のｺｰﾋｰﾏｼﾝでは、ﾐﾙｸﾌｫｰﾏｰの自動
ﾘﾝｽは2時間ごとに行われます。

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

動画による説明  
w ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ  
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
w 説明
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5.3.5	 ﾐｷｻｰﾘﾝｽ

健康被害のおそれ/ 
火傷のおそれあり
•	 ﾘﾝｽ中はｺﾝﾋﾞ供給口から熱湯が出ます。
>	 ﾘﾝｽ中に絶対に手などを供給口の下へ入れ

ないでください。
 

ﾐｷｻｰのﾘﾝｽは単独で開始できます。
	✻ ｶｽﾀﾏｰｹｱﾒﾆｭｰを呼び出す
	✻  ﾐｷｻｰﾘﾝｽ  をﾀｯﾁする
	✻ ﾊﾟﾈﾙに表示される指示に従って操作

5.3.6	 FFC ﾌｨﾙﾀｰ交換

健康被害のおそれ/ 
火傷のおそれあり
>	 ﾌｨﾙﾀｰを通してｺｰﾋｰを淹れた直後は

ﾌｨﾙﾀｰｶﾌﾟｾﾙが高温になっています。
>	 ﾌｨﾙﾀｰｶﾌﾟｾﾙは交換前に少し冷ましてくだ

さい。
 

ﾌｨﾙﾀｰは100回抽出ないし72時間経過後、交換が必
要です。
	✻ ｶｽﾀﾏｰｹｱﾒﾆｭｰを呼び出す
	✻  FFC ﾌｨﾙﾀｰ交換  をﾀｯﾌﾟします

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲで操作手順が始まります。
	✻ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの案内に従います

このﾒﾆｭｰでは、現在使用しているﾌｨﾙﾀｰであと何回
飲料を淹れることができるか、ﾌｨﾙﾀｰ交換まであと 
何時間残っているかを表示できます。

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

動画による説明  
w ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ  
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
w 説明

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降
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5.3.7	 ﾐﾙｸｼｽﾃﾑの清掃の概要

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ

自動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ  
w 86ﾍﾟｰｼﾞ
ﾐﾙｸｼｽﾃﾑをﾏﾆｭｱﾙでｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w 106ﾍﾟｰｼﾞ

ﾍﾞ
ｰｼ

ｯｸ
 ﾐ
ﾙｸ

ﾌﾟ
ﾗｸ

ﾞ 
ｱﾝ

ﾄﾞ
 ｸ
ﾘｰ

ﾝ

ｲｰ
ｼﾞ

ｰﾐ
ﾙｸ

ﾀﾞ
ｲﾅ

ﾐｯ
ｸﾐ

ﾙｸ

自動的なﾐﾙｸﾌｫｰﾏｰのﾘﾝｽ x x x

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、ﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸ x

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、ﾌﾟﾗｸ ・゙ｱﾝﾄ ・゙ｸﾘｰﾝｱﾀﾞﾌﾟﾀｰを使用 x

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ容器を使用 x x

毎日、��ﾐﾙｸｼｽﾃﾑをﾏﾆｭｱﾙでｸﾘｰﾆﾝｸﾞ x

毎週、��ﾐﾙｸｼｽﾃﾑをﾏﾆｭｱﾙでｸﾘｰﾆﾝｸﾞ x x

定期的、��ｺﾝﾋﾞ供給口の外側を手作業でｸﾘｰﾆﾝｸﾞ x x x x

ﾐﾙｸﾌｫｰﾏｰのﾘﾝｽが「無効」に設定されている場
合、ﾌﾟﾗｸ ・゙ｱﾝﾄ ・゙ｸﾘｰﾝまたはｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ仕様の
ﾏｼﾝでも手作業によるﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞを毎日
実行しなければなりません。
 

注意事項
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5.4	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄを補充する
（AutoClean）

ｺｰﾋｰｸﾘｰﾆﾝｸﾞ顆粒
	✻ ﾏﾆｭｱﾙ投入口のﾌﾗｯﾌﾟを開ける
	✻ 緑色のﾌﾗｯﾌﾟを前にまくります
	✻ 顆粒計量装置をﾏｼﾝから取り出し、上下逆さにし
ます
	✻ 回転動作で計量装置を開きます
	✻ 空になったｸﾘｰﾆﾝｸﾞ顆粒のﾊﾟｯｸを取り出し、 
新しいﾊﾟｯｸを設置します

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ ｸﾘｰﾅｰ
	✻ 空になったﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾅｰﾎﾞﾄﾙのｸﾘｰﾆﾝｸﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀ-
を外します
	✻ WMFﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾅｰの新しいﾎﾞﾄﾙをつなぎます
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5.5	 ｶﾙｷ除去

健康被害のおそれ/ 
刺激・火傷のおそれあり
•	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中およびｶﾙｷ除去中は、ｺﾝﾋﾞ供給口

から高温のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液またはｶﾙｷ除去液が
流れ出ます。

•	 高温になった液体によって皮膚が刺激を
受けたり、火傷のおそれがあります。

•	 ｶｽﾀﾏｰｹｱ用製品やｶﾙｷ除去剤に触れたり、 
誤って飲み込んだりすると、健康を損 
なうおそれがあります。

>	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中またはｶﾙｷ抜き中は絶対に供給
口の下に手などを入れないでください。

>	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液またはｶﾙｷ除去液は、絶対に誰も
飲まないようにしてください。

>	 ｶﾙｷ除去液ﾎﾞﾄﾙにある製品情報をしっかり
把握してください。

 

火傷の危険
•	 飲料とｽﾁｰﾑの供給中は、高温の液体が供給

口から排出されます。このため、供給口や、
隣接ｴﾘｱの表面が高温になります。

>	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝが加熱されている場合、まず
ｸｰﾘﾝｸﾞﾙｰﾁﾝが開始されます。ｸｰﾘﾝｸﾞﾙｰﾁﾝは
5～10 分かかります。

>	 ｸｰﾘﾝｸﾞﾙｰﾁﾝが終了するまで待ちます。
 

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降
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•	 WMFのｶｽﾀﾏｰｹｱ用製品は材料用に合わせ
て調整され、試験されています。別のｶﾙｷ除
去剤を使用すると、ｺｰﾋｰﾏｼﾝに損傷が生じ 
るおそれがあります。 

>	 ｶﾙｷ抜きにはWMFのｶﾙｷ除去剤だけを使用
してください。 

他のｶﾙｷ除去剤を使用することにより損害が
発生しても、保証は適用されず、補償請求権は
失われます。
 

水の硬度、水の流量および浄水ﾌｨﾙﾀｰをｾｯﾄするか 
どうかにより、ｶﾙｷ抜きが必要な時期が決まります。
この時期はWMF 1500 S +によって算出され、表示
されます。
ｶﾙｷ抜き工程は以下の4つに分かれています。
•	 ｸｰﾘﾝｸﾞﾙｰﾁﾝ（ﾏｼﾝが加熱されている場合）
•	 準備
•	 ｶﾙｷ除去
•	 ﾘﾝｽ

ｶﾙｷ抜きには以下が必要になります：
•	 2本のWMFｶﾙｷ除去液（各0.75ﾘｯﾄﾙ）
•	 3本の温かい飲料水（合計2.25ﾘｯﾄﾙ）
•	 5 ﾘｯﾄﾙの受け容器

ﾊﾟﾈﾙにはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの説明がｽﾃｯﾌﾟごとに表示
されます。ｽﾀｰﾄにより、手順が開始されます。 
この手順を守らなければなりません。
表示される通知に従ってください。
 

ｶﾙｷ抜きﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの呼び出し
	✻ ｶｽﾀﾏｰｹｱﾒﾆｭｰの呼び出し
	✻  ｶﾙｷ除去  をﾀｯﾁする
	✻ さらに 5.5.1 または 5.5.2 を実施
	✻ ﾊﾟﾈﾙの通知に従う

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降

 
ｶﾙｷ除去の全所要時間 約80分。  
ﾌﾟﾛｾｽは中断してはいけません。

重要

w ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ  
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
w ｶﾙｷ除去
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5.5.1	 水ﾀﾝｸによるｺｰﾋｰﾏｼﾝのｶﾙｷ除去
ｸｰﾘﾝｸﾞﾙｰﾁﾝ（ﾏｼﾝが加熱されている場合）
ｺｰﾋｰﾏｼﾝが加熱されている場合、まずｸｰﾘﾝｸﾞﾙｰﾁﾝが
開始されます。
ｸｰﾘﾝｸﾞﾙｰﾁﾝは5～10 分かかります。

火傷の危険
•	 ｸｰﾘﾝｸﾞﾙｰﾁﾝ中は高温の蒸気が放出され 

ます。
•	 最後のﾘﾝｽの後、ｽﾁｰﾑﾎﾞｲﾗｰが加熱されま

す。熱湯は膨張し、蒸気として流れ出ます。
>	 ｶﾙｷ除去の間、供給口の下に触れないでく

ださい。
>	 高温の供給口に触れないでください。
 

ｶﾙｷ除去
	✻ 水ﾀﾝｸを外す
	✻ 浄水ﾌｨﾙﾀｰがある場合には外す
	✻ ｶﾙｷ除去液と温水を水ﾀﾝｸに入れ、混ぜ合わせる
	✻ 氷点下で保管していたために結晶が生じている
場合には、ｶﾙｷ除去液内にあるすべての結晶が分
解されるまでかき混ぜます
	✻ ｶﾙｷ除去液を入れた水ﾀﾝｸをｾｯﾄし、ﾊﾟﾈﾙで確定
する
	✻ 5ﾘｯﾄﾙの受け容器をｺｰﾋｰ供給口と熱湯供給口 
の下に設置する
	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口を下げる

ｶﾙｷ除去が開始されます。  
ｾｸﾞﾒﾝﾄの時間は約40分。
	✻ 受け容器を空にする
	✻ 水ﾀﾝｸ内に残っているｶﾙｷ除去液をすべて排出 
する
	✻ 水ﾀﾝｸをﾘﾝｽし、最大ﾚﾍﾞﾙまで冷水を充填する

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

保管中にｶﾙｷｶﾙｷ除去液で結晶が
形成される場合があります。
この結晶はｺｰﾋｰﾏｼﾝ内に達して 
はいけません。
理想的な水温は約37 ℃です。

製品注文番号  
w 付録  
ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ  
132ﾍﾟｰｼﾞ
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	✻ 水ﾀﾝｸを再びｾｯﾄする
	✻ 受け容器を下に置く

ﾘﾝｽ
ﾘﾝｽが開始されます。 
ｾｸﾞﾒﾝﾄの時間は約30分。
	✻ 必要に応じて新鮮な冷水を補充する
	✻ 受け容器を空にする
	✻ 水ﾀﾝｸを空にする
	✻ 浄水ﾌｨﾙﾀｰがある場合にはｾｯﾄする
	✻ 水ﾀﾝｸを再びｾｯﾄする

ｶﾙｷ除去は完了しました。 
終了したことがﾊﾟﾈﾙに表示されます。

5.5.2	 水道水接続によるｺｰﾋｰﾏｼﾝのｶﾙｷ除去
ｸｰﾘﾝｸﾞﾙｰﾁﾝ（ﾏｼﾝが加熱されている場合）
ｺｰﾋｰﾏｼﾝが加熱されている場合、まずｸｰﾘﾝｸﾞﾙｰﾁﾝが
開始されます。
ｸｰﾘﾝｸﾞﾙｰﾁﾝは5～10 分かかります。

火傷の危険
•	 ｸｰﾘﾝｸﾞﾙｰﾁﾝ中は高温の蒸気が放出され 

ます。
•	 最後のﾘﾝｽの後、ｽﾁｰﾑﾎﾞｲﾗｰが加熱されま

す。熱湯は膨張し、蒸気として流れ出ます。
>	 ｶﾙｷ除去の間、供給口の下に触れないでく

ださい。
>	 高温の供給口に触れないでください。
 

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降
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ｶﾙｷ除去
	✻ 水道のﾒｲﾝｺｯｸを閉める
	✻ 水ﾀﾝｸを外す
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰを水ﾀﾝｸｶｯﾌﾟリンｸﾞで反時計回りに回
し、取り外す（ﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ、図1と2参照）
	✻ ｶﾙｷ除去液と温水を水ﾀﾝｸに入れ、混ぜ合わせる
	✻ 氷点下で保管していたために結晶が生じている
場合には、ｶﾙｷ除去液内にあるすべての結晶が分
解されるまでかき混ぜます
	✻ ｶﾙｷ除去液を入れた水ﾀﾝｸをｾｯﾄし、ﾊﾟﾈﾙで確定
する
	✻ 5ﾘｯﾄﾙの受け容器をｺｰﾋｰ供給口と熱湯供給口の
下に設置する
	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口を下げる

ｶﾙｷ除去が開始されます。  
ｾｸﾞﾒﾝﾄの時間は約40分。
	✻ 受け容器を空にする
	✻ 水ﾀﾝｸ内に残っているｶﾙｷ除去液をすべて排出 
する
	✻ 水ﾀﾝｸをﾘﾝｽし、最大ﾚﾍﾞﾙまで冷水を充填する
	✻ 水ﾀﾝｸを再びｾｯﾄする
	✻ 受け容器を下に置く

水ﾀﾝｸｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞは水ﾀﾝｸの背後に
あります。 
w 図 1

図 1

図 2

保管中にｶﾙｷｶﾙｷ除去液で結晶が
形成される場合があります。 
この結晶はｺｰﾋｰﾏｼﾝ内に達して
はいけません。
理想的な水温は約37 ℃です。

製品注文番号  
w 付録  
ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ  
132ﾍﾟｰｼﾞ
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ﾘﾝｽ
ﾘﾝｽが開始されます。  
ｾｸﾞﾒﾝﾄの時間は約30分。
	✻ 受け容器を空にする
	✻ 水ﾀﾝｸを空にして、乾かす
	✻ ｼｰﾙﾌﾟﾗｸﾞを再びねじ込む（ﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ、図1と2
を参照）
	✻ 水ﾀﾝｸをｾｯﾄする
	✻ 受け容器を下に置く
	✻ 水道のﾒｲﾝｺｯｸを開く

追加ﾘﾝｽは給水系によって行います。
ｶﾙｷ除去は完了しました。 
終了したことがﾊﾟﾈﾙに表示されます。

5.6	 手動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

5.6.1	 操作ﾊﾟﾈﾙｸﾘｰﾆﾝｸ（゙ｸﾘｰﾝﾛｯｸ）
	✻  ｸﾘｰﾝ ﾛｯｸ  をﾀｯﾁする

15秒間のｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝが始まります。
この間にﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙのｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行ってください。
最後にﾀｯﾁしてから15秒後に、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙが再び有効
になります。

火傷のおそれ
•	 誤って飲料が供給されてしまうと、怪我 

のおそれがあります。
>	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞの前には、必ず「ｸﾘｰﾝﾛｯｸ」で

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙをﾛｯｸしてください。

•	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中にﾊﾟﾈﾙ表面に傷をつけるおそれ
があります。

>	 ﾊﾟﾈﾙは必ず湿らせた布でｸﾘｰﾆﾝｸﾞしてくだ
さい。洗剤は使用しないでください。

>	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞには柔らかい布を使用してくだ 
さい。

>	 湿らせたﾏｲｸﾛﾌｧｲﾊﾞｰｸﾛｽの使用をお勧めし
ます。

 

WMFｶｽﾀﾏｰｹｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ用の注
文番号  
w ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ  
132ﾍﾟｰｼﾞ

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降
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5.6.2	 ｺｰﾋｰｶｽ受けのｸﾘｰﾆﾝｸ（゙挽いた豆の
ｽﾗｲﾄﾞ/ｵﾌﾟｼｮﾝ）

	✻ ｺｰﾋｰｶｽ受けを空にし、流水で洗浄
	✻ 湿らせた布でｸﾘｰﾆﾝｸﾞする
	✻ ｺｰﾋｰｶｽ受けは乾燥させてから再び設置する

>	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｼｭｰﾀｰとﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲの目皿を毎日
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞしてください。

>	 絶対に力を入れないでください！破損のお
それがあります。

 
 

5.6.3	 抽出装置のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

指などを挟むおそれ/ 
怪我のおそれあり
•	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝの可動部で指や手を怪我するおそ

れがあります。
•	 抽出装置の取り出し時に、手を挟むおそれ

があります。
>	 ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰや抽出装置の開口部に触れ

る場合、その前に必ずｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切
り、主電源からﾌﾟﾗｸﾞを外してください。

>	 抽出装置はしっかり持ち、慎重に取り出し
ます。

 

抽出装置は必要に応じて定期的にｸﾘｰﾆﾝｸﾞしてくだ
さい。推奨：毎月1回。

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁがｵﾌになるまで、ｵﾝ/ｵﾌﾎﾞﾀﾝを 
押す
	✻ 主電源からﾌﾟﾗｸﾞを抜く
	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口を一番上に上げる
	✻ ｺｰﾋｰｶｽ受けを外す
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲを外す

抽出装置に自由に手が届くようになっています。

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降



103取扱説明書 WMF 1500 S +

ｶｽﾀﾏｰｹｱ | 手動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

火傷の危険
•	 抽出装置はｽｲｯﾁを切った直後はまだ高 

温になっている場合があります。
>	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝはｸﾘｰﾆﾝｸﾞの前に冷ましてくだ 

さい。
 

•	 抽出装置は下へ滑り落ちる場合があり 
ます。

>	 抽出装置はいつもしっかり保持してくだ 
さい。

>	 絶対に力を入れないでください！破損 
のおそれがあります。

 

	✻ 片手でﾀﾞｸﾄ内の抽出装置の下側をつかみ、ﾛｯｸを
外して保持する（図 1）
	✻ 抽出装置をゆっくり下へｶﾞｲﾄﾞして傾け、前方に
引き出す
	✻ 抽出装置をしっかり保持し、取り外す（図2）

ｱｸｾｻﾘのﾏﾙﾁﾂｰﾙを使用します。
	✻ 抽出装置のﾍｯﾄﾞのねじ部を、ｽｸﾚｰﾊﾟｰが前側の位
置にくるまで反時計回りに回す（図3）
	✻ ﾎｯﾊﾟｰ [1] を軽く押し付け、上に引き抜く
	✻ ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞを外へ引き、下に押し付ける

これにより投入用ｽﾗｲﾄﾞのﾛｯｸが解除されます。

	✻ 投入用ｽﾗｲﾄﾞ[2] を上に畳む
	✻ 抽出用ｽﾄﾚｰﾅｰを流水で、または布で拭いて清掃
する

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降

図 1

図 2

1

図 3

2

図 4
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	✻ ｺｰﾋｰｶｽを刷毛またはﾌﾞﾗｼで取り除く
	✻ 抽出装置を流水ですすぐ

考えられる損傷
•	 抽出装置はｸﾘｰﾆﾝｸﾞ剤または食器洗浄機

で破損するおそれがある
>	 抽出装置のｸﾘｰﾆﾝｸﾞには、水だけを使用し

ます。
>	 抽出装置は絶対に食器洗浄機で清掃し 

ないでください。
 

	✻ 抽出装置は布で拭いて乾かす
ｺｰﾋｰﾏｼﾝへの取り付け前に、完全に乾かします。
ﾀﾞｸﾄのｺｰﾋｰｶｽを取り除きます。
	✻ ｺｰﾋｰ粉を手前に拭き取るか、掃除機で吸引する
	✻ ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞを投入用ｽﾗｲﾄﾞに掛ける（図5）
	✻ ﾎｯﾊﾟｰ [1] を軽く押し付け、再び設置する

ｶﾞｲﾄﾞに注意してください。
乾いた抽出装置を再び取り付けます。
	✻ ﾛｯｸﾛｯｸを押したままにし、抽出装置をﾀﾞｸﾄの後壁
に当たるまで戻す
	✻ 抽出装置は、ﾛｯｸがかかるまでまっすぐ上に押す
	✻ ｺｰﾋｰｶｽ受けをｾｯﾄする
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲをｾｯﾄする

抽出装置をｽﾑｰｽﾞにｾｯﾄできない場合：
>	 抽出装置がｶﾞｲﾄﾞ内にはまるまで、抽出 

装置のﾍｯﾄﾞのねじ部をﾏﾙﾁﾂｰﾙで少し左 
または右へ回します。

>	 絶対に力を入れないでください！破損 
のおそれがあります。

 

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降

1

図 5

抽出用ｽﾄﾚｲﾅｰ

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降
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5.6.4	 水ﾀﾝｸのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
水ﾀﾝｸは毎週入念に清潔な飲料水で洗い流します。

5.6.5	 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

火傷のおそれ
•	 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰには高温の液体がたまっている

ことがあります。
•	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後などでﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰを正しくはめ 

込んでいない場合、高温の液体で火傷を 
負うおそれがあります。

>	 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰは慎重に動かしてください。
>	 再び設置するときには、水が不意にこぼれ

ないように注意してください。
>	 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰが正しく取り付けられているか、

必ず確認してください。
 

	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰの前部外側を軽く持ち上げて
ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰを外す
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰを入念にｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰを最後に清潔な飲料水でﾘﾝｽする
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰを乾かし、元の位置に装着

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

手順  
w ｿﾌﾄｳｪｱ w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
45ﾍﾟｰｼﾞ
ｼﾛｯﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝのｵﾌﾟｼｮﾝを使う  
w �ｼﾛｯﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ手順
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5.6.6	 ﾊｳｼﾞﾝｸﾞとｶｯﾌﾟｾﾝｻｰをｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

•	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中にﾊﾟﾈﾙ表面に傷をつけるおそれ
があります。

>	 研磨剤の類はｸﾘｰﾆﾝｸﾞで使用しないでくだ
さい。

>	 低刺激性洗剤だけを使用してください。
>	 強ｱﾙｶﾘ性やｱﾙｺｰﾙを含んだ洗剤、または脱

脂洗剤は使用しないでください。
>	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞには柔らかい布を使用してくだ 

さい。
>	 湿らせたﾏｲｸﾛﾌｧｲﾊﾞｰｸﾛｽの使用をお勧め 

します。
 

金属表面（ﾏｯﾄ加工）の手入れには、WMF Purargan® 
ｸﾘｰﾅｰの使用をお奨めします。

	✻ ｵﾝ/ｵﾌのｽｲｯﾁでｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを入れます
	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝはｸﾘｰﾆﾝｸﾞの前に冷ましてください
	✻ 冷ましたｺｰﾋｰﾏｼﾝの外装を湿らせたでｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 
する
	✻ 柔らかいﾀｵﾙで乾拭きします
	✻ ｾﾝｻｰを湿った布でｸﾘｰﾆﾝｸﾞします

5.6.7	 ﾐﾙｸｼｽﾃﾑをﾏﾆｭｱﾙでｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑをﾏﾆｭｱﾙでｸﾘｰﾆﾝｸ（゙ﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸ/ｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ）

火傷のおそれ
•	 誤って飲料が供給されてしまうと、怪我 

のおそれがあります。
>	 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞの前には必ずｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁ 

を切ってください。
>	 主電源からﾌﾟﾗｸﾞを抜く。
 

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降
注意事項
耐性に問題があるため、ｱﾙｶﾘ
性洗剤は使用しないでくだ
さい。ｱｾﾄﾝ、炭素、四塩化炭
素、塗料用ｼﾝﾅｰまたは5 %
を超えるｱﾙｺｰﾙを含む溶
液、ｱﾝﾓﾆｱ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｸﾞﾘｾﾘﾝ、 
ｷｼﾚﾝ、研磨剤、脱脂洗剤、 
ｶﾞﾗｽ用の強力な噴霧式洗 
浄剤のような溶剤も使用し 
ないでください。

ﾊﾟﾈﾙは必ず湿らせた布で
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞしてください。洗剤は使
用しないでください。

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降
動画による説明  
w ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ  
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
w 説明
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健康被害のおそれ
•	 WMFﾐﾙｸｼｽﾃﾑの洗剤が目に入ると、目に深

刻な傷を負う恐れがあります。
>	 WMFﾐﾙｸｼｽﾃﾑの洗剤が絶対に人や動物の

目に入らないようにしてください。
 

>	 手作業でﾐﾙｸｼｽﾃﾑの清掃を行う前に、 
ﾐﾙｸｼｽﾃﾑのｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞを実行する必要 
があります。ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞにより、ｼｽﾃﾑ内 
に残るﾐﾙｸの残りを取り除きます。

 

	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口背後のﾚﾊﾞｰを引く
	✻ 解除したｺﾝﾋﾞ供給口を取り出す
	✻ 必ずﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸを使用：ﾐﾙｸﾎｰｽをﾐﾙｸ容器から取
り出し、ｺﾝﾋﾞ供給口から外す
	✻ ﾐｷｻｰﾎｰｽを外す（備わっている場合）
	✻ 5 mlのWMF特製ｸﾘｰﾅｰまたは専用の
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄを500 mlの温水に混ぜます
	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口を分解
	✻ 必ずﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸを使用：ﾐﾙｸﾎｰｽの終端をｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
液に入れる
	✻ 必ずﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸを使用：残りのﾐﾙｸﾎｰｽを、長さに
応じてｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液に入れる

これにより、ﾐﾙｸﾎｰｽ内に気泡が残らないようにし 
ます。

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降



108 取扱説明書 WMF 1500 S +

ｶｽﾀﾏｰｹｱ | 手動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口の部品をｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液の中に入れる
（3部品）

すべての部品がｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液の中に完全に浸ってい
なければなりません。
	✻ 5時間経ったら、ﾌﾞﾗｼですべての部品を入念に
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞする
	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口のすべての部品を清潔な飲料水で入
念にﾘﾝｽする
	✻ 必ずﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸを使用：ﾐﾙｸﾎｰｽを入念にﾘﾝｽする
	✻ ﾐｷｻｰﾎｰｽを入念にﾘﾝｽする（備わっている場合）
	✻ ﾐｷｻｰﾎｰｽを差し込む
	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口を組み立てる
	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口を装着
	✻ 必ずﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸを使用：ﾐﾙｸﾎｰｽを差し込む

ｺﾝﾋﾞ供給口の手動ｸﾘｰﾆﾝｸ（゙ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ）

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ仕様のｺｰﾋｰﾏｼﾝのﾐﾙｸﾌｫｰﾏｰは取り
外しできません。
 

定期的にｺﾝﾋﾞ供給口の汚れを軽く湿らせた布で 
拭き取り、供給口を適切なﾌﾞﾗｼでｸﾘｰﾆﾝｸﾞしてく 
ださい。

ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝ ｿｹｯﾄを洗浄する（AutoClean）
ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝ ｿｹｯﾄを必要に応じてﾌﾞﾗｼで清掃し
ます。

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降
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5.6.8	 ﾐｷｻｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
使用するﾊﾟｳﾀﾞｰに応じて、頻繁に清掃します。

火傷のおそれ
•	 ﾐｷｻｰﾎｰｽがしっかりと差し込まれていない

と、熱湯や高温のﾊﾟｳﾀﾞｰ飲料が不意に流れ
出ることがあります。

>	 ﾐｷｻｰﾎｰｽはしっかりと差し込んでください。
 

	✻ 操作ﾊﾟﾈﾙを上に動かす
	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口のﾐｷｻｰﾎｰｽを引き、ｸﾞﾘｯﾌﾟを持って
ﾐｷｻｰｶｯﾌﾟを上にあげます

これでﾐｷｻｰの羽根車が見えます。

毎日
	✻ ﾐｷｻｰｶｯﾌﾟを取り外す
	✻ ﾐｷｻｰｶｯﾌﾟを4つの部品に分解する
	✻ 部品は流水で入念に洗浄する

必要に応じて（毎週）
	✻ 5 mlのWMF特製ｸﾘｰﾅｰまたは専用の
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄを500 mlの温水に混ぜます
	✻ 4つの部品はすべて少なくとも4時間はｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
液に浸す
	✻ 4時間経過後、再度流水で入念にすすぐ
	✻ ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰを外し、ﾐｷｻｰｶｯﾌﾟの投入口をｸﾛｽま
たはﾌﾞﾗｼでｸﾘｰﾆﾝｸﾞする
	✻ 全ての部品を完全に乾かす [1]

組み立てにあたっては、全ての開口部が必ず
同じ方向を向くようにしてください。
 

	✻ ﾐｷｻｰﾎｲｰﾙ [2] を図のように配置します
挿入後に緑色の側面が見えます。
	✻ ﾐｷｻｰｶｯﾌﾟにﾐｷｻｰﾎｰｽを差し込む
	✻ ｶﾁｯとﾛｯｸされるように、ﾐｷｻｰｶｯﾌﾟを再度設置する
	✻ ﾐｷｻｰﾎｰｽをｺﾝﾋﾞ供給口に挿入

 注意
安全性についての章を参照  
w 7ﾍﾟｰｼﾞ以降

説明  
w ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ  
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
w 説明  

1

 
 

2
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5.6.9	 ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰは必要に応じて定期的にｸﾘｰﾆﾝｸﾞして
ください。推奨：毎月1回。

怪我のおそれ
•	 長い髪の毛はｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰに巻き込ま

れ、ｺｰﾋｰﾏｼﾝに引き込まれるおそれがあり
ます。

>	 髪の毛は、必ずﾍｱﾈｯﾄを被って保護してく 
ださい。

 

指などを挟むおそれ/ 
怪我のおそれあり
•	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝの可動部で指や手を怪我するおそ

れがあります。
>	 ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰや抽出装置の開口部に触れ

る場合、その前に必ずｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切
り、主電源からﾌﾟﾗｸﾞを外してください。

 

>	 ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰは絶対に食器洗い機で洗浄し
ないでください。

 

	✻ 操作ﾊﾟﾈﾙを上に動かす
操作ﾊﾟﾈﾙの裏、右側にｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁがあります。
	✻ 信号音が鳴るまでｵﾝ/ｵﾌﾎﾞﾀﾝを短く押す
	✻ 主電源からﾌﾟﾗｸﾞを抜く
	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰのﾛｯｸを180°回し、開く
	✻ ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰを持ち上げて外す
	✻ ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰを完全に空にし、軽く湿らせた布巾
で丁寧に汚れをふき取る

 注意

 注意

重要

ﾛｯｸを180°回す
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	✻ ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰを完全に乾かす
	✻ ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰに豆を投入して元通り装着
	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰのﾛｯｸを180°回し、閉じる

5.6.10	 ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰは必要に応じて定期的にｸﾘｰﾆﾝｸﾞして
ください。
推奨：毎月1回。
使用するﾊﾟｳﾀﾞｰに応じて、頻繁に清掃します。

	✻ 操作ﾊﾟﾈﾙを上に動かす
操作ﾊﾟﾈﾙの裏、右側にｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁがあります。
	✻ 信号音が鳴るまでｵﾝ/ｵﾌﾎﾞﾀﾝを短く押す
	✻ 主電源からﾌﾟﾗｸﾞを抜く
	✻ ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰのﾛｯｸを180°回し、開く
	✻ ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰを後に傾け、持ち上げて外す
	✻ ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰを完全に空にする
	✻ 前後のﾕﾆｵﾝﾅｯﾄを外す
	✻ ﾎﾟｰｼｮﾅｰのｽｸﾘｭｰを引き出す
	✻ ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰに付着した汚れを軽く湿らせた布巾
で丁寧にふき取る
	✻ ﾎﾟｰｼｮﾅｰのｽｸﾘｭｰの個々の部品を入念にｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
	✻ ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰと個々の部品を完全に乾燥させる
	✻ ﾎﾟｰｼｮﾅｰのｽｸﾘｭｰを再び組み立てて設置し、 
ﾕﾆｵﾝﾅｯﾄを締める

排出口が正しい位置にきていることを確認して
ください。

 

	✻ ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰにﾊﾟｳﾀﾞｰを充填して元通り装着
	✻ ﾛｯｸを180°回転させて、再度閉めます

ﾎﾟｰｼｮﾅｰと個々の部品。ﾎﾟｰｼｮﾅｰ
のｽｸﾘｭｰ

重要
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6	 HACCPｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄ

飲食店経営者には、来店するお客様が健康被害 
のおそれにさらされることがないように、提供する
食品への注意が法的に義務付けられています。
危険の認識・判定のため、HACCP（Hazard Analysis 
Critical Control Points）ｸﾘｰﾆﾝｸｺﾝｾﾌﾟﾄの導入が 
必要になります。このﾏｼﾝの使用場所でﾘｽｸ分析を 
行うようにしてください。分析の目的は、食品衛生面
で危険な個所の確認と解消にあります。そのために
はﾓﾆﾀ ・ー検査工程を定め、実施する必要があります。
設置状態が適切で、ｶｽﾀﾏｰｹｱやﾒﾝﾃﾅﾝｽ、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞが正
しく行われている場合、WMFｺｰﾋｰﾏｼﾝは上記の条件
を満たした状態となっています。ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｶｽﾀﾏｰｹｱ
とｸﾘｰﾆﾝｸﾞが適正になされていない場合には、供 
給されるﾐﾙｸ飲料は食品衛生の面から危険があり 
ます。
HACCPｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄの要件を満たすために、以下
の項目をお守りください。

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑを毎日消毒
•	 ｶｽﾀﾏｰｹｱの章にあるﾐﾙｸｼｽﾃﾑのｸﾘｰﾆﾝｸﾞについて

の指示に従ってください。これにより、業務開始時
にｼｽﾃﾑに細菌がない状態を確保できます。

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾊﾟｯﾄﾞ
DI_info

 からは前回のｸﾘｰﾆﾝｸﾞの
ﾌﾟﾛﾄｺﾙを呼び出すことができます。
USBﾊﾟｯﾄﾞ

DI_usb

 から、HACCPｼﾞｬｰﾅﾙをｴｸｽﾎﾟｰﾄで
きます。
 

「1997年8月5日 食品衛生指令」

日常のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ評価に当社の
HACCPｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄをご活用
ください。
HACCPｴｸｽﾎﾟｰﾄ  
w 82ﾍﾟｰｼﾞ

WMFが認可した洗剤のみを使用
してください。
ｶｽﾀﾏｰｹｱの章を参照  
w 83ﾍﾟｰｼﾞ以降

ﾋﾝﾄ
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業務開始時は常に新たに開封した冷蔵ﾐﾙｸを使用
•	 未開封のﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾐﾙｸは通常細菌は存在しませ

ん。業務開始にあたっては常に冷蔵しておいた
ﾐﾙｸﾊﾟｯｸを新しく開けてお使いください。

•	 ﾐﾙｸﾊﾟｯｸを開封する時には衛生面に特に注意
してください。汚れた手やﾂｰﾙに付着した細菌
が、ﾐﾙｸﾊﾟｯｸを開く際に入り込むことがあります。

ﾐﾙｸは冷蔵してください！
•	 必ず冷蔵した予備の新しいﾐﾙｸﾊﾟｯｸを用意し 

ておいてください。
•	 ﾐﾙｸｸｰﾗｰを使わずにﾏｼﾝを使用するときは、ﾐﾙｸを

できるだけ早く使い切ってください。必要に応じ
てﾐﾙｸを時々冷やしてください。

•	 冷蔵していたﾐﾙｸを開封後少ししか使わないとき
は、業務中も冷蔵してください。

推奨：
乳脂肪分1.5 %のﾛﾝｸﾞﾗｲﾌ牛乳を
使用してください。

営業開始時のﾐﾙｸ温度は約 
6～8℃になっていなければなり
ません。
設定によっては1ﾘｯﾄﾙのﾐﾙｸで約
20杯分のｶﾌﾟﾁｰﾉを作れます。
WMFでは様々な冷却方法を利用
できます（WMF小型ｸｰﾗｰまたは
WMFﾐﾙｸｸｰﾗｰなど）。

HACCPｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄ
冷蔵されたﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾐﾙｸのみを使用してください。これを守らないと、微生物や細菌により健康に被害がおよぶ恐れがあります。
ﾊﾟｳﾀﾞｰ飲料に使用するﾊﾟｳﾀﾞｰには必ず賞味期限内のものを使用してください。
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽﾃｯﾌ ：゚ 

日

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽﾃｯﾌﾟ
署名 日

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽﾃｯﾌﾟ
署名時刻 時刻

1 2 3 4 1 2 3 4
1. 17.

2. 18.

3. 19.

4. 20.

5. 21.

6. 22.

7. 23.

8. 24.

9. 25.

10. 26.

11. 27.

12. 28.

13. 29.

14. 30.

15. 31.

16.

1.	 ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞを実施
	 w	取扱説明書、章「ｶｽﾀﾏｰｹｱ」
2a.	ﾐﾙｸｼｽﾃﾑをﾏﾆｭｱﾙでｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
	 ﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸは毎日、ﾌﾟﾗｸﾞ&ｸﾘｰﾝおよびｲｰｼﾞｰﾐﾙｸは毎週
2b.	毎日のﾐｷｻｰﾘﾝｽ
	 w	取扱説明書、章「ｶｽﾀﾏｰｹｱ」

3a.	作動開始から4時間経過したら、ﾐﾙｸｼｽﾃﾑのｸﾘｰﾆﾝｸﾞとｺﾝﾋﾞ供給口の
交換を実施（特に供給数が少ない場合や、ﾐﾙｸが冷蔵されていない
場合、ﾌｫｰﾑのﾘﾝｽがｵﾌになっている場合は必須）

3b.	毎週のﾐｷｻｰｸﾘｰﾆﾝｸﾞおよび製品ﾎｯﾊﾟ（ー豆/ﾊﾟｳﾀﾞｰ）の定期的ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ	
w	取扱説明書、章「ｶｽﾀﾏｰｹｱ」

4.	 一般的なﾏｼﾝのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

月 年
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7	 ﾒﾝﾃﾅﾝｽとｶﾙｷ除去

本ｺｰﾋｰﾏｼﾝは業務用のため、定期的にﾒﾝﾃﾅﾝｽとｶﾙｷ
除去作業が必要となりますのでご注意ください。

ﾒﾝﾃﾅﾝｽの時期はｺｰﾋｰﾏｼﾝの使用期間により決ま
り、ﾊﾟﾈﾙに通知されます。WMF ｻｰﾋﾞｽによるﾒﾝﾃﾅﾝｽ
では、同時に抽出装置のｶﾙｷ除去も実施されます。

ｺｰﾋｰﾏｼﾝは通知表示後も使用できますが、ｺｰﾋｰﾏｼﾝ
の機能異常や二次的な損傷を防ぐためにもお客様
自ら早めにﾒﾝﾃﾅﾝｽを行うか、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ作業の実施を依
頼してください。

7.1	 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
ﾊﾟﾈﾙ上に通知が表示されたあとのﾒﾝﾃﾅﾝｽ
は、WMF ｻｰﾋﾞｽまたは必要なﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを受けた作業
員以外は行わないでください。
ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾚﾍﾞﾙは以下のようになっています。 

•	 ｶﾙｷ抜きは、使用者/管理責任者が自ら行うことが
できます。

•	 ﾊﾟﾈﾙ上に通知が表示されたあとのﾒﾝﾃﾅﾝｽ
は、WMF ｻｰﾋﾞｽまたは必要なﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを受けた作
業員以外は行わないでください。

ｻｰﾋﾞｽ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ通知  
w ﾒｯｾｰｼﾞと注意事項  
116ﾍﾟｰｼﾞ

ｶﾙｷ除去  
w ｿﾌﾄｳｪｱ w ｶｽﾀﾏｰｹｱ  
w ｶﾙｷ除去  
96ﾍﾟｰｼﾞ

ｻｰﾋﾞｽ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ通知  
w ﾒｯｾｰｼﾞと注意事項  
116ﾍﾟｰｼﾞ



115取扱説明書 WMF 1500 S +

ﾒﾝﾃﾅﾝｽとｶﾙｷ除去 | WMF ｻｰﾋﾞｽ

7.2	 WMF ｻｰﾋﾞｽ
WMF ｻｰﾋﾞｽにつきましては、お近くの修理ｾﾝﾀｰが不
明な場合は下記にお問い合わせください。

WMF GmbH
WMF Platz 1
D-73312 Geislingen (Steige)

重要！
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、修理などにつきまして 
はお近くのWMF ｻｰﾋﾞｽまでお 
問い合わせください。電話番号は
ｺｰﾋｰﾏｼﾝに貼ったﾗﾍﾞﾙと納品書に
記載されています。
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8	 ﾒｯｾｰｼﾞと注意事項
8.1	 操作上の通知
ｺｰﾋｰ豆を補充
	✻ ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰを補充（表示参照）
	✻ 確認：

•	 ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰのﾛｯｸが解除されていますか？
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ

•	 ｺｰﾋｰ豆がｽﾑｰｽﾞに落ちません。
	✻ 大きめのｽﾌﾟｰﾝでかき回して  で確定する

給水してください
	✻ 水道の栓を開き、確定する

 

ｺｰﾋｰｶｽ受けを空にする
	✻ ｺｰﾋｰｶｽ受けを空にする

 

ｺｰﾋｰｶｽ受けがありません
	✻ ｺｰﾋｰｶｽ受けを再び正しく設置する

 

浄水ﾌｨﾙﾀを交換
	✻ 浄水ﾌｨﾙﾀｰを交換

浄水ﾌｨﾙﾀｰの取扱説明書を参照してください。

	✻ 必要な場合、WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡
 

WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡
ｴﾗｰ番号の表示
 

ｻｰﾋﾞｽﾒｯｾｰｼﾞ
この通知がﾊﾟﾈﾙに表示されると、ｻｰﾋﾞｽ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽが
必要です。
	✻ WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

ｴﾗｰ通知と不具合  
w 117 ﾍﾟｰｼﾞ

ｻｰﾋﾞｽ通知は注意事項です。通
常、ｺｰﾋｰﾏｼﾝはそのままお使いい
ただけます。
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8.2	 ｴﾗｰ通知と不具合
ｴﾗｰ通知が表示されたときや不具合発生時の基本
的手順は次の通りです。
	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、数秒後もう一度ｽｲｯﾁを入
れる
	✻ ｴﾗｰが発生したときの操作を再試行

多くの場合、これによって不具合が解消され、正常
に作動させることができます。
この操作で解消できなかった場合：ｴﾗｰ表示または
ｴﾗｰ番号をもとに以下の表を参照して対応してくだ
さい。

それでも解消できないか表示されたｴﾗｰが記載され
ていない場合は、WMF ｻｰﾋﾞｽにご連絡ください。

通知の中には個別機能が停止するものがあります。
この場合、飲料ボﾀﾝの照明が消えます。飲料ボﾀﾝが
点灯している飲料では引き続き供給が可能です。

WMF 1500 S +には診断ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが装備されていま
す。発生したｴﾗｰはﾊﾟﾈﾙ上に表示されます。表示され
るｴﾗｰ通知は、原因の一つに主電源の異常も考えら
れます。
現在ｴﾗｰが発生しているか、管理責任者への注意事
項がある場合、ﾊﾟｯﾄﾞ  が表示されます。

	✻  をﾀｯﾁする
ｴﾗｰ通知およびｴﾗｰ番号が表示されます。
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ｺｰﾋｰﾏｼﾝはｵﾝ/ｵﾌﾎﾞﾀﾝを押してから約１秒後に
反応し、ｵﾌになります。
不具合の解消のため（ｿﾌﾄｳｪｱのﾌﾘｰｽﾞなど）、 
ｵﾝ/ｵﾌﾎﾞﾀﾝを長押しして制御ｼｽﾃﾑの電源を 
切ってください。次に、ｺｰﾋｰﾏｼﾝの電源を入 
れます。
 

ｴﾗｰ番号 ｴﾗｰの 
内容

対応

6 抽出装置で流れ 
がブﾛｯｸ /抽出装 
置がｽﾑｰｽﾞに動作
しない

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ります
	✻ 抽出装置のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

w ｶｽﾀﾏｰｹｱ w 抽出装置のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、102ﾍﾟｰｼﾞ
 

88 ﾎﾞｲﾗ ：ー
温度過昇

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、冷めてから再びｽｲｯﾁを
入れる
	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

89 ﾎﾞｲﾗ ：ー
加熱時間ｴﾗｰ

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、再び入れる
	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

161 ﾌﾛｰｴﾗ ：ー
抽出用熱湯

以下の各ｽﾃｯﾌﾟ間では、毎回ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ってから、再び入れてく
ださい。ｴﾗｰが解消されない場合、次のｽﾃｯﾌﾟを実行してください。

	✻ 抽出装置のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ w 抽出装置のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、102ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ ｸﾞﾗｲﾝﾄﾞの挽き目を粗く設定
w ｿﾌﾄｳｪｱ w ｼｽﾃﾑ w 挽き目設定、74ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ 品質ﾚﾍﾞﾙを下げる
w 設定 w ﾚｼﾋﾟ、49ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡
 

162 ﾌﾛｰｴﾗ ：ー
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ時

以下の各ｽﾃｯﾌﾟ間では、毎回ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ってから、再び入れてく
ださい。ｴﾗｰが解消されない場合、次のｽﾃｯﾌﾟを実行してください。

	✻ 抽出装置のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ w 抽出装置のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、102ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡
 

注意事項
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ｴﾗｰ番号 ｴﾗｰの 
内容

対応

186 ｽﾁｰﾑﾎﾞｲﾗ ：ー
水位

供給が一時的にﾛｯｸされています。

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、再び入れる
	✻ 水道の給水栓が開いているかを確認します

 

188 加熱ｴﾗｰ 	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、主電源からﾌﾟﾗｸﾞを抜く
	✻ WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

189 ｽﾁｰﾑﾎﾞｲﾗ ：ー
加熱時間ｴﾗｰ

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、再び入れる
	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

9083 ｸｰﾗｰ温度が冷凍
ﾚﾍﾞﾙになってい
ます

	✻ ｸｰﾗｰ温度の設定が低すぎないか確認
 

9507 ﾌﾛｰｴﾗ ：ー
水圧不足

	✻ 給水栓を開き、水ﾀﾝｸに水を補充する
	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

9678
9679
9619

右側のｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ
がﾌﾞﾛｯｸされ 
ている
左側のｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ
がﾌﾞﾛｯｸされ 
ている

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ります
	✻ 主電源からﾌﾟﾗｸﾞを抜く
	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰを取り出します
	✻ 必ずﾎｯﾊﾟｰ用ﾏﾙﾁﾂｰﾙを使ってｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰﾃﾞｨｽｸを
反時計回りに回します（2本のﾋﾟﾝがｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰの
ｽﾛｯﾄに正しく差し込まれるようにすること）

w ｶｽﾀﾏｰｹｱ w ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、110ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ ﾎｯﾊﾟｰを再びｾｯﾄします
	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを入れる

よく起こることとして：
	✻ ｸﾞﾗｲﾝﾄﾞの挽き目を一段階粗めに設定

w ｿﾌﾄｳｪｱ w ｼｽﾃﾑ w 挽き目設定、74ﾍﾟｰｼﾞ
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8.3	 ｴﾗｰ通知なしの不具合
不具合図 対応

•	 熱湯が供給されないの
にｺｰﾋｰｶｽ受けに水が
たまる

	✻ 熱湯ﾉｽﾞﾙをｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
	✻ WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡 （ｺｰﾋｰの供給は可能）

 

•	 ﾁｮｺが供給 されないの
にｺｰﾋｰｶｽ受けに水が
たまる

	✻ ﾁｮｺの供給は使用しないこと
	✻ WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡 （ｺｰﾋｰの供給は可能）

 

•	 ﾁｮｺﾎﾟｰｼｮﾅｰの詰まり、  
ﾁｮｺ飲料は水のみ供給
される

	✻ ﾎﾟｰｼｮﾅｰをｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ w ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、111ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰを空にする
	✻ ｽｸﾘｭｰを手で回して、ﾊﾟｳﾀﾞｰを完全に排出
	✻ 必要であれば水洗いする
	✻ 全ての部品を完全に乾かす

 

•	 ﾁｮｺ供給中に大きな音 	✻ ﾐｷｻｰｶｯﾌﾟを取り外す
	✻ ﾐｷｻｰﾎｲｰﾙが正しく配置されているかを点検し
ます

w ｶｽﾀﾏｰｹｱ w ﾐｷｻｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、109ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ 必要に応じてﾐｷｻｰﾎｲｰﾙを交換します
 

•	 ｺｰﾋｰの出方が左右で
異なる

	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ w ﾐﾙｸｼｽﾃﾑの清掃の概要、94ﾍﾟｰｼﾞ
 

•	 ﾐﾙｸが容器に入ってい
るのにﾐﾙｸﾌｫｰﾑ/ﾐﾙｸが
出ない

	✻ ﾐﾙｸﾎｰｽが折れたり、押しつぶされていないか
確認
	✻ ﾐﾙｸﾎｰｽを正しく配置
	✻ ﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸ/ｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ：ｺﾝﾋﾞ供給口をｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
	✻ ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ：ｺﾝﾋﾞ供給口を手作業でｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 
	✻ ﾐﾙｸを補充
	✻ ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ：ﾐﾙｸを補充し、ｶｽﾀﾏｰｹｱﾒﾆｭｰ上で、
「ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充」を選択

w ｿﾌﾄｳｪｱ w ｶｽﾀﾏｰｹｱ w ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充、45ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ ﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸ：ﾐﾙｸﾉｽﾞﾙが詰まっていないか確認し
てください

w ｶｽﾀﾏｰｹｱ w ﾐﾙｸｼｽﾃﾑの清掃の概要、94ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ ﾐﾙｸｸｰﾗｰが凍結していないか確認
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不具合図 対応

•	 ﾐﾙｸﾌｫｰﾑがきれいに仕
上がらない

•	 温度が低すぎるか、高
すぎる

ﾍﾞｰｼｯｸ ﾐﾙｸ
	✻ ﾐﾙｸﾉｽﾞﾙを交換

適切なﾐﾙｸﾉｽﾞﾙをｺﾝﾋﾞ供給口で使用します。
 

ﾐﾙｸﾉｽﾞﾙ 3 kW
•	 とても冷たいﾐﾙｸ（8 ℃以下） ｸﾞﾘｰﾝ
•	 冷蔵されているﾐﾙｸ（8 ～ 16 ℃） ﾎﾜｲﾄ
•	 冷蔵されていないﾐﾙｸ 
（16 ℃を超過）

ｷｬﾗﾒﾙ色

	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口をｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
w ｶｽﾀﾏｰｹｱ w ﾐﾙｸｼｽﾃﾑをﾏﾆｭｱﾙでｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、106ﾍﾟｰｼﾞ

ｴﾗｰが解消されない場合
	✻ ｱｸｾｻﾘの他のﾐﾙｸﾉｽﾞﾙを使用する

 

•	 ﾐﾙｸﾌｫｰﾑがきれいに仕
上がらない

•	 温度が低すぎるか、高
すぎる

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ
	✻ 品質ﾁｪｯｸを実施する

この機能は、有資格のｽｸｰﾘﾝｸﾞを受けた作業員の
みに操作可能です。必要に応じてｻｰﾋﾞｽ担当者に
ご連絡ください。
ｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ
	✻ 設定された温度がﾐﾙｸの温度と一致するか確認
	✻ ｺﾝﾋﾞ供給口のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

w ｶｽﾀﾏｰｹｱ w ﾐﾙｸｼｽﾃﾑをﾏﾆｭｱﾙでｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、106ﾍﾟｰｼﾞ
 

•	 AutoClean  
ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝ 
ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰが差し込み 
ないしﾛｯｸしない

	✻ ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝ ｿｹｯﾄのﾃﾞｨｽｸの配置を点検して
ください

ﾃﾞｨｽｸがゆがんでいる可能性があります。
 

•	 ﾐﾙｸﾌｫｰﾑ供給時にﾐﾙｸ
が飛び散る

•	 ﾐﾙｸが熱くなりすぎる

	✻ ﾐﾙｸｼｽﾃﾑがｸﾘｰﾆﾝｸﾞされているかを確認
	✻ ﾐﾙｸｼｽﾃﾑをｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

w ｶｽﾀﾏｰｹｱ w ﾐﾙｸｼｽﾃﾑの清掃の概要、94ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ 使用しているﾐﾙｸが十分冷蔵されているかを確
認する
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不具合図 対応

•	 ﾊﾟｳﾀﾞｰ飲料供給なし 	✻ ﾐｷｻｰｶｯﾌﾟをｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
	✻ ﾎｰｽが折れていないかﾁｪｯｸ
	✻ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞとﾘﾝｽを必要なら毎日でも実施

w ｶｽﾀﾏｰｹｱ w ﾐｷｻｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、109ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ ﾊﾟｳﾀﾞｰ量を減らす
	✻ 水の量を増やす

 

•	 ﾎﾟﾝﾌﾟが連続作動し、 
ｺｰﾋｰｶｽ受けに水がた
まる

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、再び入れる
	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

•	 ﾁｮｺ製品容器をｾｯﾄで
きない

	✻ ﾎﾟｰｼｮﾅｰにあるﾎﾟｰｼｮﾅｰのｽｸﾘｭｰ用駆動系を手
で時計回りに少し回す
	✻ ﾁｮｺ製品容器が誤ってﾛｯｸされていないか確認

 

•	 ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰをｾｯﾄで
きない

	✻ ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰが誤ってﾛｯｸされていないか確認
	✻ ｺｰﾋｰ豆がｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰとﾎｯﾊﾟｰの間に挟まれてい
ないかを点検します
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9	 安全性と保証
9.1	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝに対する危険

取扱説明書を確認
注意事項に従わずに起きた損傷については、
保証対象外となります。
設置・使用条件を守ってください。

設置場所
•	 設置場所には必ず乾燥した水の飛び散ら

ない場所を選んでください。
•	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝからは常に少量の凝縮水や水、蒸

気が流れ出る可能性があります。
>	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝを屋外で使用しないでください。
>	 ｺｰﾋｰﾏｼﾝは水しぶきがかからない場所に設

置してください。
>	 設置面への損傷を防ぐため、ｺｰﾋｰﾏｼﾝは必

ず防水性があり、熱に強い敷物の上に設置
してください。

ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞ
•	 異物が混入するとｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞが破損す 

るおそれがあります。このような損傷は 
保証対象外となります。

>	 従って、ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰに異物が混入し 
ないように注意してください。

 

重要
保証の章に注意  
w 127ﾍﾟｰｼﾞ以降
設置・使用条件  
w 17ﾍﾟｰｼﾞ以降
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ｺｰﾋｰﾏｼﾝの技術的ﾄﾗﾌﾞﾙや損傷を避けるために、以
下の注意事項に従ってください：
•	 5 °dKH（炭酸硬度）以上の飲料水向けには、WMF

浄水ﾌｨﾙﾀｰをご使用ください。WMFｻｰﾋﾞｽが推奨
する浄水ﾌｨﾙﾀｰを使用しないと、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを破損す
るおそれがあります（ｶﾙｷ付着など）。

•	 安全を確保するために、業務終了時には必ず主
電源ｽｲｯﾁを切るか電源ﾌﾟﾗｸﾞを抜いてください。
水道水接続がある機械の場合、水道のﾒｲﾝｺｯｸは
閉じていなければなりません。

•	 損傷を防ぐために、以下の対策を推奨します：
-	 水道に適切な水検出器を取り付ける
-	 煙感知器の取り付け

•	 休みの（数日/数週間） 後でﾏｼﾝの運転開始を再度
行う前に、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを2回以上実行するこ
とを推奨します。

ｼｽﾃﾑ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ  
86ﾍﾟｰｼﾞ
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9.2	 ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
製造者：WMF GmbH, 73312 Geislingen (Germany)
本機はMRL（MD）指令2006 / 42 / EC、EMC 指令 
2014/30/EU および RoHS 2011 / 65 / EU に関連する
全ての指令に準拠しています。
上述の製造者はこのﾏｼﾝがこれらのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに関連
する全ての指令を遵守していることを宣言します。当
社の許可なしに装置に変更や改造を加えると、この
解説は有効性を失うものとします。技術関連資料の
作成：WMF GmbH.
本機には適合解説書の原本が同梱されています。 
本機にはCEﾏｰｸが付与されています。
本機は現行のﾄﾞｲﾂ食品および飼料法記録

（LFGB）、ﾄﾞｲﾂ消費財条例（BedGgstV）、EU10 / 2011、 
EC規則1935 / 2004に準拠しています。
適正な目的で使用する場合、本機による健康被害 
のおそれや、不当な危険はありません。
使用される材料および原材料は、ﾄﾞｲﾂ消費財条 
例および欧州委員会（EU）規則No.10/2011に準 
拠しています。
欧州以外の国ではその国で指定される条件が適用 
されます。
本機は電気電子機械廃棄物指令（WEEE 2012/19/
EU）により、一般廃棄物としての廃棄が禁止され 
ています。
EC規則No. 1935/2004に準拠したﾄﾚｲｻﾋﾞﾘﾃｨを確立
し、EC規則No. 2023/2006に準拠した製造管理およ
び品質管理に関する基準による製造を確実に行うこ
とを、当社は保証いたします。

廃棄の際には、WMF ｻｰﾋﾞｽま 
でお問合せください。
連絡先  
w 115ﾍﾟｰｼﾞ
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9.3	 管理責任者の義務
ﾏｼﾝの管理責任者は、WMF のｻｰﾋﾞｽ技術者、WMF の
依頼を受けた技術者、またはその他の権限を有す
る技術者による定期的なﾒﾝﾃﾅﾝｽと、安全に関する装
置の点検を手配しなければなりません。
ｻｰﾋﾞｽ領域へのｱｸｾｽが認められているのは、特に安
全性や衛生面に関する本機の知識・経験が豊富な
ｽﾀｯﾌのみとなっています。
ｺｰﾋｰﾏｼﾝは、支障なくｶｽﾀﾏｰｹｱやﾒﾝﾃﾅﾝｽを行える場所
に、管理責任者が設置してください。
事務所やﾌﾛｱでの使用など、ｾﾙﾌｻｰﾋﾞｽでｺｰﾋｰﾏｼﾝを
ご使用になる場合は、操作方法を心得たｽﾀｯﾌが
ｺｰﾋｰﾏｼﾝを管理しなければなりません。ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを受
けたｽﾀｯﾌがｶｽﾀﾏｰｹｱ措置を守っていることを確認し、
利用上の質問に対応するようにしてください。
ﾏｼﾝを使用する施設の電気設備と運転設備が使用
地域の規定に準拠していることを、管理責任者は確
認しなければなりません（ﾄﾞｲﾂ法的損害保険組合規
定3など）。ｺｰﾋｰﾏｼﾝを安全にお使いいただくために
は、特にｾｰﾌﾃｨﾊﾞﾙﾌﾞと圧力容器の定期的な点検が
必要です。
これらの措置はWMFｻｰﾋﾞｽ、またはWMFが権限を
与えたｻｰﾋﾞｽ技術者によって、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ作業の一環とし
て行なわれます。
ﾏｼﾝのｸﾘｰﾆﾝｸﾞには、必ずWMFの指定によるｺｰﾋｰﾏｼﾝ
用のWMF特殊洗剤（ﾀﾌﾞﾚｯﾄ）とﾐﾙｸｼｽﾃﾑ用のWMF特
殊洗剤（液体）をご使用ください。
ﾏｼﾝのｶﾙｷ除去は WMF が提供する WMF 特殊ｶﾙｷ除
去剤のみ使用して行うようにしてください。
ﾒﾝﾃﾅﾝｽのｻｲｸﾙと頻度につきましては製造者が定め
る内容（w ﾒﾝﾃﾅﾝｽ）に従ってください。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ頻度の概要  
w 85ﾍﾟｰｼﾞ
HACCP  
w 112ﾍﾟｰｼﾞ

WMF特殊ｶﾙｷ除去剤  
w ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ  
132ﾍﾟｰｼﾞ

WMF 特殊ｶﾙｷ除去剤  
w ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ  
132ﾍﾟｰｼﾞ
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9.4	 保証請求

取扱説明書を確認
•	 注意事項に従わずに起きた損傷について

は、保証対象外となります。
>	 設置・使用条件を守ってください。
 

購入者への保証の有無と、購入者への保証がある
場合の保証条件は、購入者と販売者の間の取り決 
めによって定められるものとします。本取扱説明書
の指示を無視して損傷が起きた場合は、保証の対 
象とはなりません。

保証対象外となるのは：
•	 日常的な使用で消耗する部品全般。ﾊﾟｯｷﾝ、ﾐｷｻｰ、

抽出装置などもこれに含まれます。
•	 天候の影響、ﾎﾞｲﾗｰのｶﾙｷ堆積、化学的/物理的/電

気化学的/電気的影響による不具合。
•	 現場の水の硬度により浄水ﾌｨﾙﾀの使用が必要 

であるにもかかわらず、浄水ﾌｨﾙﾀを使用しない 
で不具合に至った場合。

•	 本機の取り扱い、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、ｶｽﾀﾏｰｹｱに関する規定
（取扱説明書やﾒﾝﾃﾅﾝｽ指示など）に従わなかっ
たことにより生じた不具合。

•	 WMF純正ｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂを使用しない場合や、ﾏｼﾝが
購入者か第三者によって不適切に取り付けられ
ている場合、あるいは不適切または充分な注意
をともなわない取り扱いの結果として生じた不
具合。

•	 購入者、または第三者によるWMF の許可を伴わ
ない不適当なﾏｼﾝ修理、改造、調整の結果生じた
不具合。

•	 取扱説明書に記述された用途以外の使い方をし
た結果生じた不具合。

重要
設置・使用条件  
w 17ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ  
w 114ﾍﾟｰｼﾞ
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付録：ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ

ｺｰﾋｰﾏｼﾝのﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ

外寸 幅325 mm
高さ716 mm（ﾛｯｸ式ｺｰﾋｰ豆ﾐﾙｸﾎｯﾊﾟｰ込み）
奥行590 mm

ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰ それぞれ約1,100 g (1
中央ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰは約700 g (1

ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟ（ーｵﾌﾟｼｮﾝ） 約2,000 g (2

空重量 32～36 kg（装備により異なる）
水道 ﾒｲﾝｺｯｸとﾌｨﾙﾀ（ーﾒｯｼｭ幅0.08 mm）付き3/8ｲﾝﾁの

ﾎｰｽ接続（現場側で用意）。 (3

2 L/分の時の最小水圧0.2 MPa（2 bar）。 
最高水圧0.6 Mpa（6 bar）。
重要！
現地の水圧が0.6 MPa（6 bar）を超える場合には、
最大0.6 MPa（6 bar）に設定されるよう、必ず減圧
弁をあらかじめ作動させる必要があります。
最大供給温度 35 ℃。ｺｰﾋｰﾏｼﾝ、直結給水接続用
ｷｯﾄまたは新しい浄水ﾌｨﾙﾀｰと一緒に納品される
ﾎｰｽｾｯﾄを使用する必要があります。使い古した
ﾎｰｽは再使用しないでください。

水質 5 °dKH（炭酸硬度）以上の飲料水向けには、 
WMF浄水ﾌｨﾙﾀｰをご使用ください。

排水ﾊﾟｲﾌ（゚ｵﾌﾟｼｮﾝ） ﾎｰｽはDN 19以上、最低傾斜は2 cm/m
NNを超える高さでの使用 < 2, 000 m

予告なく仕様変更することがあります。
(1 ｶｯﾌﾟ容量はｺｰﾋｰ豆のｻｲｽﾞによって変化します。 
(2 ｵﾌﾟｼｮﾝのﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰ装着時のみ。ｶｯﾌﾟ容量は使用するﾊﾟｳﾀﾞｰの種類によって

変化します。
(3 ｺｰﾋｰﾏｼﾝの給水接続には本規格（IEC 60335–2-75）が適用されています。ご使用

になる地域で定められた追加の規定がある場合には、これに従ってください。EU
圏外では、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを市場で販売する業者が、引用されている規格の遵守をﾁｪｯｸ
しなくてはなりません。
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定格消費電力 1.5 kW 3.0 kW
電圧 100 V、 50 / 60 Hz、

（1 / N / PE）
200 V、 50 / 60 Hz、

（2 / PE）
照明 LED
保護等級 IP X0
保護等級 等級
定格圧力 ﾎﾞｲﾗｰ

ｽﾁｰﾑﾎﾞｲﾗｰ
1.6 MPa（16 bar）
0.5 MPa（5 bar）

連続騒音ﾚﾍﾞﾙ（Lpa） < 70 dB(A) (4

周辺温度 +5 ℃ ～ +35℃  
（寒いときは凍結防止のため水抜き）。

最高湿度 相対湿度80%、結露なし。
屋外での使用は禁止。

設置面/水しぶき 本機は必ず水平で安定した、防水性と耐熱性
を備えた敷物の上に設置すること。
本機洗浄に放水は使用しないこと。ﾏｼﾝは
水しぶきがかからない場所に設置してくだ
さい。水ﾎｰｽ、ｽﾁｰﾑ噴射器、ｽﾁｰﾑｸﾘｰﾅｰ等で散
布・ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行う場所には、本機を設置し 
ないこと。

予告なく仕様変更することがあります。
(4 ｺｰﾋｰﾏｼﾝ操作ｽﾀｯﾌ周辺の作業環境におけるA特性音圧ﾚﾍﾞﾙLpa（ｽﾛｰ）と

Lpa（ｲﾝﾊﾟﾙｽ）は、作動ﾓｰﾄﾞにかかわらず常に70dB（A）未満です。
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取り付け時の間隔 機能上、およびｻｰﾋﾞｽ・安全上の理由から、ﾏｼﾝ
の側面は壁もしくは非WMF製ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄから
50 mm以上離して設置してください。背面で
は50 mm以上の安全距離が必要です。
ｺｰﾋｰﾏｼﾝの前に800 mmの最小作業ｽﾍﾟｰｽを
設けることを推奨します。製品ﾎﾙﾀﾞｰの上に
200 mm以上の空間を設けることを推奨しま
す。床面からﾏｼﾝ設置面までは最低850 mm
の高さを確保すること。ｺｰﾋｰﾏｼﾝの各種接続
をﾏｼﾝ下からｶｳﾝﾀｰに通す場合、ﾗｲﾝ敷設に必
要になるｽﾍﾟｰｽに注意してください。敷設する
ﾗｲﾝによってﾏｼﾝ下の利用可能な空間が制限
される場合があります。

浄水ﾌｨﾙﾀの取り付け寸法 浄水ﾌｨﾙﾀの取扱説明書を参照してください。
予告なく仕様変更することがあります。



131取扱説明書 WMF 1500 S +

付録：ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ

上記の電気接続基準と引用されている規格は、EU各国にてｺｰﾋｰﾏｼﾝの接続規格
として適用されます。ご使用になる地域で定められた追加の規定がある場合に
は、これに従ってください。EU圏外では、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを市場で販売する業者が、引用
されている規格の遵守をﾁｪｯｸしなくてはなりません。
現場の電気設備は IEC 60364 規格に準拠して国が指定する規則に従い配備さ
れ、また、機銘板に記載される仕様情報に対応していなければなりません。
本機のそばの、支障なくｱｸｾｽできる場所に、単相電源の場合Schukoﾌﾟﾗｸﾞｿｹｯﾄ
か使用国の基準の単相ｿｹｯﾄを、三相電源の場合は、DIN EN 50310 
VDE 0800–2-310に準拠した5極CEE / CEKONｿｹｯﾄか使用国基準の多極ｿｹｯﾄを
用意してください。ﾌﾟﾗｸﾞｿｹｯﾄはお客様側でご用意ください。主電源ｹｰﾌﾞﾙが高
温になった部品に接触しないようにお気をつけください。本機の主電源ｹｰﾌﾞﾙ
が損傷した場合は、危険防止のためにWMFＦｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱか同等の資格を有
するｽﾀｯﾌが交換を行ってください。

会計ｼｽﾃﾑと接続して使用する場合、機械間の等電位化電流によって生じる可
能性のあるﾃﾞｰﾀｹｰﾌﾞﾙのｼｰﾙﾄﾞ線の不具合を防ぐため、追加の等電位化処理
を行うようにしてください（DIN EN 50310 VDE 0800–2-310を参照）。
ﾏｼﾝを大型のｷｯﾁﾝに設置する場合には、接地・等電位ﾎﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ用導体をﾏｼﾝ
に取り付けることを推奨します。ｱｰｽ端子（等電位ﾎﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ）の取り付けは、必
要に応じてWMF ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱが行います。
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付録：ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ

数量 単位 名称 注文番号 装備
ﾁｮｺのｺﾝﾋﾞ供給口一式

1 個 ｺﾝﾋﾞ供給口、一式 33 2867 5200 ﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸ
1 個 ｺﾝﾋﾞ供給口、一式 33 2867 5300 ﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸ/

ｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ
1 ﾒｰﾄﾙ ﾐﾙｸﾎｰｽ 00 0048 4948 全て
1 個 ﾐﾙｸﾎｰｽ用ｽﾘｰﾌﾞ 33 2180 5000 ﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸ/

ｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ
1 個 ﾐﾙｸﾎｰｽ用ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 28 33 0190 3000 ﾍﾞｰｼｯｸﾐﾙｸ/

ｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ
0.25 ﾒｰﾄﾙ ﾐｷｻｰﾎｰｽ 00 0048 0064 ﾁｮｺ
1 個 ﾐｷｻｰﾎｰｽ用ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 33 2292 6000 ﾁｮｺ
1 個 ﾐｷｻｰｶｯﾌﾟ 33 2895 4000 ﾁｮｺ
1 個 ﾐｷｻｰﾎｲｰﾙ 33 2895 5000 ﾁｮｺ
1 個 非常に冷たいﾐﾙｸ用のﾐﾙｸﾉｽﾞﾙ（緑） 33 2317 8000 ﾍﾞｰｼｯｸ ﾐﾙｸ
1 個 冷蔵したﾐﾙｸ用のﾐﾙｸﾉｽﾞﾙ（白） 33 9516 9000 ﾍﾞｰｼｯｸ ﾐﾙｸ
1 個 冷蔵していないﾐﾙｸ用のﾐﾙｸﾉｽﾞﾙ 

（ｷｬﾗﾒﾙ）
33 9521 3000 ﾍﾞｰｼｯｸ ﾐﾙｸ

1 個 ﾐﾙｸﾉｽﾞﾙ（ﾍﾞｰｼﾞｭ） 33 2046 0100 ﾍﾞｰｼｯｸ ﾐﾙｸ
ｺｰﾋｰｶｽ受け

1 個 ｺｰﾋｰｶｽ受け 33 2634 1200 全て
1 個 ｺｰﾋｰｶｽ受けのｽﾄﾚｰﾅｰ 33 2633 9000 全て
1 個 ｺｰﾋｰｶｽ受け（ｶｳﾝﾀｰからのｶｽ） 33 2634 1300 水道直結
1 個 ｽﾄﾚｰﾅ（ーｶｳﾝﾀｰからのｶｽ） 33 2633 9100 水道直結

水道水接続、排水
1 個 水道水接続での接続ﾎｰｽ 33 2292 1000 全て
1 個 排水ﾎｰｽ用ｴﾙﾎﾞｰ 33 2165 8000 全て
1.5 ﾒｰﾄﾙ 排水ﾎｰｽ 00 0048 0042 全て

ｱｸｾｻﾘ /ﾂｰﾙ
1 個 ﾏﾙﾁﾂｰﾙ 33 2408 4000 全て
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数量 単位 名称 注文番号 装備
ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰ一式

1 個 豆ﾎｯﾊﾟｰのふた、中央 33 2887 3099 全て
1 個 豆ﾎｯﾊﾟｰのふた、右/左 33 2925 5099 全て
1 個 豆ﾎｯﾊﾟｰ、左 33 2913 2099 全て
1 個 豆ﾎｯﾊﾟｰ、右 33 2911 8099 全て
1 個 豆ﾎｯﾊﾟｰ、中央 33 2946 8099 全て
1 個 ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰ/製品ﾎﾙﾀﾞｰの識別ﾗﾍﾞﾙ 33 2624 7000 全て

製品ﾎﾙﾀﾞｰ
1 個 ﾎｯﾊﾟｰのふた、ﾛｯｸ可能、ﾌﾙ 33 2925 5000 ﾁｮｺ
1 個 ﾊﾟｳﾀﾞｰﾎｯﾊﾟｰ、大、ｼﾝｸﾞﾙ、ﾌﾙ 33 2911 7000 ﾁｮｺ
1 個 ﾂｲﾝﾎｯﾊﾟｰ 33 2911 9000 ﾁｮｺ
1 個 ﾌﾟﾗｸ ・゙ｱﾝﾄ ・゙ｸﾘｰﾝﾌﾟﾗｸ ・゙ｱﾝﾄ ・゙ｸﾘｰﾝ

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ
33 2427 5000 全て

抽出装置
1 個 抽出装置 33 2893 0399 全て
1 個 Oﾘﾝｸﾞ抽出ﾕﾆｯﾄ 33 7006 5190 全て

ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲ/ﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄ
1 個 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄなしﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰ 33 2633 7000 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄなし
1 個 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ付きﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰ 33 2633 7100 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ付き
1 個 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄなしﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞ 33 2633 8000 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄなし
1 個 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ付きﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞ 33 2633 8100 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ付き

水ﾀﾝｸ
1 個 水ﾀﾝｸ 33 2886 7000 全て
1 個 水ﾀﾝｸのﾌﾀ 33 2635 6000 全て
1 個 水ﾀﾝｸのｼｰﾌﾞ 33 7006 2608 全て
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数量 単位 名称 注文番号 装備
ｶﾙｷ用ﾌｨﾙﾀｰ / 浄水ﾌｨﾙﾀｰ

1 個 浄水ﾌｨﾙﾀｰ AquaBasic M 03 9533 1000 水道直結
1 個 ﾌｨﾙﾀｰﾍｯﾄ（゙WMF AquaHead） 33 9532 0000 水道直結
1 個 WMF ｺﾈｸｼｮﾝｾｯﾄ AquaHead 33 9532 1000 水道直結
1 個 水ﾀﾝｸ内の浄水ﾌｨﾙﾀｰのｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ 33 2327 1000 水ﾀﾝｸ
1 ﾊﾟｯｸ 水ﾀﾝｸ内の浄水ﾌｨﾙﾀｰ用

ｽﾍﾟｱｶｰﾄﾘｯｼ（゙VE 4個）
33 2332 2000 水ﾀﾝｸ

資料/取扱説明書
1 個 資料一式： 

取扱説明書 WMF 1500 S +
33 4186 1060 全て

WMFｶｽﾀﾏｰｹｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ用の注文番号
1 ﾎﾞﾄﾙ ﾐﾙｸﾌｫｰﾑ用のWMF特殊洗剤 33 0683 6000 全て
1 ﾊﾟｯｸ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄ（100個） 33 2332 4000 全て
1 個 ﾊﾟｲﾌﾟｸﾘｰﾅｰ 33 0350 0000 全て
1 個 ｸﾘ-ﾆﾝｸﾞﾌﾞﾗｼ 33 1521 9000 全て
1 ﾁｭｰﾌﾞ WMF 「ﾊﾟｯｷﾝ用ｸﾞﾘｰｽ」 Molykote 33 2179 9000 全て
1 個 ｹｱｷｯﾄ 33 2888 2000 全て
1 ﾊﾟｯｸ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄ 33 2622 0000 ｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ/  

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ
1 個 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ容器 33 2593 6000 ｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ/  

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ
1 個 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ容器のﾌﾀ 33 2593 7000 ｲｰｼﾞｰﾐﾙｸ/  

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾐﾙｸ
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